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建国大学における地理学者とその活動(柴田)

建
国
大
学
に
お
け
る
地
理
学
者
と
そ
の
活
動
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柴

田
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【
要
約
】
本
稿
の
目
的
は
、
「
満
洲
国
」
の
建
国
大
学
に
在
職
し
た
宮
川
善
造
に
注
目
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
の

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
地
理
学
者
の
調
査
研
究
・
教
育
活
動
の
特
徴
、
お
よ
び
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
建
国
大
学
研
究
院

に
お
け
る
活
動
を
通
じ
て
宮
川
は
、
国
土
計
画
を
主
導
す
る
国
務
院
総
務
庁
と
連
携
し
、
「
満
洲
国
」
国
民
構
成
の
民
族
別
分
析
や
国
勢
の
図
表
化
に
取

り
組
ん
だ
。
こ
の
経
験
が
彼
に
地
政
学
へ
の
関
心
を
喚
起
さ
せ
、
「
満
洲
国
」
の
立
場
を
誼
う
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
提
唱
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
だ
が
、

「
内
地
」
の
地
政
学
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
見
解
は
「
内
地
」
側
の
論
理
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
満
洲
国
」
の
属
国
的
位
置
づ
け
が

そ
の
理
由
だ
が
、
こ
う
し
た
見
解
を
内
容
と
す
る
彼
の
地
理
教
育
は
、
日
本
人
の
好
意
的
な
受
容
と
は
対
照
的
に
、
中
国
人
学
生
の
反
発
を
招
い
た
。
こ

の
よ
う
に
宮
川
の
活
動
は
、
「
内
地
」
と
は
異
な
る
新
生
面
を
開
い
た
一
方
で
、
植
民
地
と
い
う
環
境
に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

史
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第
一
章

論

序

第
一
節

従
来
の
研
究
と
本
稿
の
目
的

①
 

近
年
、
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
(
全
八
巻
)
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
知
と
帝
国
の
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。
植
民
政
策
学
そ
の
他

(761) 69 



の
学
術
が
日
本
で
も
帝
国
主
義
・
植
民
地
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
よ
っ
て
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
観
が
あ

(762) 

る
。
だ
が
、
従
来
の
日
本
に
お
け
る
知
と
帝
国
の
議
論
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
本
国
中
心

主
義
的
な
偏
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
国
の
学
術
が
帝
国
の
拡
張
を
支
持
す
る
作
用
を
果
た
し
た
と
い
う
重
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、
植

70 

民
地
で
植
民
地
を
維
持
す
る
た
め
の
学
術
・
学
者
の
役
割
に
関
す
る
検
討
も
同
様
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
同
講
座
に
お
い
て
も
、
植

民
地
を
拠
点
と
し
た
学
者
に
対
す
る
検
討
は
、
京
城
帝
国
大
学
及
び
台
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
人
類
学
者
、
法
学
・
政
治
学
者
を
扱
っ
た
も
の

②
 

な
ど
に
限
ら
れ
る
。
次
に
、
日
本
の
地
理
学
界
に
お
け
る
研
究
蓄
積
の
乏
し
さ
も
手
伝
い
、
地
理
学
に
関
す
る
議
論
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
だ
が
、
帝
国
の
拡
張
と
共
に
地
政
学
へ
と
展
開
し
た
地
理
学
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
知
と
帝
国
の
議
論
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
本
稿
は
、
植
民
地
を
拠
点
と
し
た
地
理
学
者
の
活
動
の
検
討
を
通
じ
て
、
従
来
の
知
と
帝
国
の
議
論
に
対
し
て
、
地
理

学
か
ら
一
つ
の
事
例
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
 

地
理
学
に
お
い
て
も
、
近
年
、
帝
国
と
の
関
係
を
問
う
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
英
語
圏
の
代
表
的
な
成
果
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

よ
う
に
、
地
理
学
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
植
民
地
は
新
た
な
地
誌
の
素
材
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
理
学
の
人
材
が
活
躍
す
る
場
そ
の

④
 

も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
地
理
学
と
帝
国
の
関
係
を
問
う
上
で
、
植
民
地
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
だ
が
、

従
来
の
研
究
で
は
、
本
国
に
拠
点
を
置
く
地
理
学
者
の
活
動
を
盛
ん
に
論
じ
る
一
方
で
、
植
民
地
を
拠
点
と
し
た
地
理
学
者
の
活
動
が
余
り
論

⑥
 

じ
ら
れ
て
い
な
旬
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
は
、
植
民
地
形
成
を
指
向
し
て
い
た
「
大
日
本
帝
国
」
と
地
理
学
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
従

⑦
 

来
の
研
究
の
多
く
は
本
国
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
に
焦
点
を
置
い
て
い
た
。
ま
た
、
最
近
発
表
さ
れ
た
植
民
地
理
学
の
系
譜
に
関
す
る
研

究
も
、
「
国
策
順
応
型
の
応
用
研
究
」
で
は
な
く
、
「
基
礎
研
究
と
し
て
植
民
地
を
対
象
と
し
た
地
理
学
研
究
」
を
対
象
と
す
る
た
め
、
本
国
を

③
 

拠
点
と
し
た
地
理
学
研
究
が
中
心
と
な
り
、
植
民
地
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
植
民
地
に
お
い

て
、
地
理
学
者
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、
「
内
地
」
の
も
の
と
い
か
な
る
違
い
が
あ
っ
た
の
か
。

⑨
 

こ
の
問
題
を
、
筆
者
は
「
満
洲
国
」
と
い
う
植
民
地
を
事
例
に
検
討
し
て
み
た
い
。
「
満
洲
国
」
に
注
目
す
る
理
由
は
、
奇
し
く
も
、
「
大
日



本
帝
国
」
が
さ
ら
な
る
植
民
地
と
し
て
満
洲
に
勢
力
を
拡
げ
始
め
た
時
期
と
、
地
理
学
が
大
学
に
お
け
る
教
授
職
の
確
立
と
研
究
者
の
同
業
者

組
合
で
あ
る
学
会
の
成
立
を
共
に
達
成
し
た
時
期
が
符
合
す
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
二

0
年
代
半
ば
に
地
理
学
が
制
度
化
さ
れ
た

「
大
日
本
帝
国
」
が
、
初
め
て
獲
得
し
た
植
民
地
こ
そ
「
満
洲
国
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
満
洲
国
」
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
の
検
討

は
、
地
理
学
と
帝
国
の
関
係
を
考
察
す
る
際
に
看
過
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
別
稿
で
は
、
「
満
洲
国
」
を
拠
点
と
し
た
地
理
学
者
の
調
査
研
究
・
教
育
活
動
を
、
そ
の
多
く
が
所
属
し
て
い
た
「
満
洲
国
」
国

⑮
 

務
院
系
統
お
よ
び
満
鉄
系
統
の
各
機
関
に
注
目
し
、
全
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
理
学
者
の

活
動
の
具
体
的
な
内
容
ま
で
深
く
掘
り
下
げ
て
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
で
は
、
植
民
地
を
拠
点
と
し
た
地
理
学
者
は
い
か
な
る
条
件
下
で
活
動

し
て
い
た
の
か
、
活
動
の
内
容
は
「
内
地
」
と
い
か
に
異
な
る
の
か
。
こ
の
間
い
に
迫
る
た
め
、
「
満
洲
国
」
を
拠
点
と
し
た
地
理
学
者
の
活

動
と
そ
の
意
味
を
、
特
定
の
機
関
や
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
よ
り
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
事
例
と
し
て
「
満
洲

国
」
国
務
院
系
統
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
建
国
大
学
(
以
下
、
建
大
と
記
す
)
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
の
性
格
上
、
高
等
教
育
機
関
は
調
査
研

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

究
・
教
育
活
動
双
方
の
具
体
的
な
内
容
の
検
討
に
適
切
だ
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
双
方
の
具
体
的
な
内
容
に
ま
で
踏

⑬
 

み
込
ん
だ
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
朝
鮮
の
水
原
高
等
農
林
学
校
の
浅
香
幸
雄
に
関
す
る
研
究
は
、
浅
香
が
同
校
で
「
人
文
地
理
」

や
「
地
理
実
習
」
な
ど
を
担
当
し
、
実
習
の
中
で
水
原
商
庖
街
な
ど
の
現
地
調
査
を
学
生
と
共
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も

の
の
、
講
義
時
間
や
学
生
の
受
容
、
実
習
以
外
の
講
義
内
容
、
さ
ら
に
授
業
以
外
の
調
査
研
究
活
動
の
詳
細
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
次
に
、

⑫
 

「
旧
制
国
立
大
学
に
お
け
る
地
理
学
教
育
」
に
関
す
る
研
究
は
、
京
城
帝
国
大
学
や
台
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
学
課
課
程
や
地
理
学
の
講
義
担

当
者
を
解
明
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
植
民
地
理
学
の
展
開
の
中
で
、
台
北
帝
国
大
学
の
富
田
芳
郎
に
言
及
し
た

研
究
も
、
彼
の
植
民
地
観
や
植
民
地
理
学
の
特
徴
を
解
明
し
た
一
方
で
、
調
査
活
動
の
詳
細
お
よ
び
教
育
活
動
は
未
検
討
で
あ
旬
。
ま
た
、

(763) 

「
満
洲
国
」
国
務
院
総
務
庁
の
嘱
託
と
し
て
「
綜
合
立
地
計
画
」
に
係
わ
る
一
方
で
、
建
大
で
兼
務
講
師
を
務
め
た
小
田
内
通
敏
に
関
す
る
研

71 



的
は
、
彼
の
講
義
時
期
・
時
間
数
・
内
容
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
調
査
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
理
学
者
に

よ
る
調
査
研
究
と
植
民
地
統
治
と
の
関
係
、
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
講
義
の
具
体
的
な
内
容
、
そ
の
学
生
の
受
容
、
使
用
し
た
教
科
書
、
カ

(764) 72 

リ
キ
ユ
ラ
ム
内
の
位
置
づ
け
と
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
詳
細
な
事
実
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
地
理
学
と
地
理
学
者
が
置
か
れ
た
意
味
に
迫
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
建
大
ほ
ど
多
く
の
地
理
学
者
が
在
職
し
た
「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
は
他
に
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

⑮
 

上
述
の
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
た
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
の
中
で
、
三
名
以
上
の
地
理
学
者
が
在
職
し
た
例
は
建
大
の
み
で
あ
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
建
大
は
専
任
三
名
(
宮
川
善
造
教
授
、
伊
藤
博
助
教
授
、
浅
井
辰
郎
助
手
)
と
兼
任
二
名
(
小
田
内
通
敏
、
小
牧
実
繁
)
、
合
わ
せ
て
五
名
の

⑬
 

地
理
学
者
を
擁
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
第
三
章
で
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
教
授
の
宮
川
が
「
内
地
」
の
地
政
学
と
は
異
な
る
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
提
唱
し
よ
う
と

⑫
 

し
た
こ
と
も
、
建
大
を
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
。
彼
の
地
政
学
の
主
張
を
、
「
内
地
」
の
地
政
学
、
特
に
小
牧
実
繁
の
「
日
本
地
政
学
」
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
植
民
地
で
あ
る
「
満
洲
国
」
で
展
開
さ
れ
た
地
理
学
研
究
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
建
大
に
お
け
る
地
理
学
者
の
調
査
研
究
・
教
育
活
動
双
方
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
の
特
徴
、
お
よ
び
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割

を
考
察
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
豊
富
な
一
次
資
料
が
必
要
だ
が
、
建
大
は
恵
ま
れ
た
条
件
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
地
理
学
者
に
関
す
る
検
討
は
行
わ

⑬

⑬

 

れ
て
い
な
い
が
、
既
に
総
論
的
な
研
究
に
加
え
、
心
理
学
、
武
道
教
育
、
日
本
語
教
育
、
経
営
学
な
ど
複
数
の
分
野
か
ら
の
研
究
蓄
積
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
、
本
稿
で
は
、
『
建
国
大
学
要
覧
』
、
『
建
国
大
学
研
究
院
要
報
」
、
『
建
国
大
学
研
究
院
月
報
』

@

@

 

(
以
下
、
『
要
覧
』
、
『
要
報
』
、
『
月
報
』
と
記
す
)
な
ど
の
一
次
資
料
、
関
係
者
の
回
想
を
資
料
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
、
筆
者
は
平
成
十
九
年
度

@

@

 

建
国
大
学
同
窓
会
総
会
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
当
時
の
学
生
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
得
た
情
報
や
同
窓
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
資
料
集
も



利
用
し
て
検
討
を
行
う
。

以
下
、
第
二
章
で
は
、
宮
川
の
渡
満
前
の
調
査
研
究
活
動
と
建
大
着
任
の
背
景
を
述
べ
た
上
で
、
建
大
に
お
け
る
調
査
研
究
活
動
の
内
容
を

検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
、
調
査
研
究
活
動
を
通
じ
て
彼
が
提
唱
す
る
に
至
っ
た
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
、
そ
の
依
拠
す
る
立
場
、
「
大
東
亜

共
栄
圏
」
や
「
満
洲
国
の
地
位
」
に
関
す
る
主
張
、
「
日
本
地
政
学
」
と
の
差
異
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。
第
四
章
で
は
、
地
理
教
育
の
カ
リ

キ
ユ
ラ
ム
内
の
位
置
づ
け
、
講
義
時
間
・
内
容
、
学
生
の
受
容
と
い
っ
た
宮
川
ら
の
教
育
活
動
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
第
五
章

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
の
特
徴
、
お
よ
び
彼
ら
が
果

で
は
、
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。
た
だ
、
本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
建
大
の
概
要
と
在
職
し
た
地
理
学
者
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

第
二
節

建
国
大
学
の
概
要
と
在
職
し
た
地
理
学
者

@
 

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
建
大
は
一
九
三
八
年
五
月
、
新
京
(
現
在
の
長
春
)
に
関
学
し
た
「
満
洲
国
」
の
文
科
系
の
「
最
高
学
府
」
で
あ
り
、

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

「
満
洲
国
」
経
営
に
役
立
つ
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
。
国
務
院
の
直
轄
の
機
関
で
あ
る
と
共
に
、
関
東
軍
の
管
理
下
に
お
か
れ
、

「
満
洲
国
」
に
お
け
る
官
民
一
体
の
国
民
強
化
組
織
で
あ
る
協
和
会
と
も
一
体
と
い
う
政
治
的
な
意
図
を
も
っ
た
大
学
で
あ
る
。
専
門
学
科
と

し
て
政
治
・
経
済
・
文
教
の
三
学
科
を
有
し
、
学
科
教
育
は
旧
制
大
学
の
予
科
に
あ
た
る
前
期
三
年
と
学
部
に
あ
た
る
後
期
三
年
の
計
六
年
か

ら
な
り
、
学
生
と
教
員
が
共
に
寝
起
き
を
す
る
塾
教
育
や
、
学
費
・
生
活
費
を
「
官
費
」
と
し
て
学
校
が
負
担
す
る
こ
と
が
教
育
の
特
色
で
あ

っ
た
。
学
生
は
毎
年
一
五

O
名
前
後
が
入
学
し
、
そ
の
構
成
は
日
本
人
(
「
内
地
」
生
ま
れ
の
者
)
が
約
五
割
、
中
国
人
(
「
満
洲
国
」
内
外
を
含

む
)
が
約
四
割
、
そ
れ
以
外
は
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
の
各
民
族
で
あ
っ
た
。
多
民
族
が
共
同
で
生
活
し
、
学
ぶ
こ
と
で
「
民
族
協
和
」

を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
一
一
月
と
翌
年
三
月
に
は
、
関
東
軍
憲
兵
隊
に
よ
り
中
国
人
学
生
が
思
想
的
な
理
由
で
逮
捕
さ

(765) 

れ
て
お
り
、
民
族
の
自
立
と
思
想
の
自
由
を
前
提
と
し
た
「
協
和
」
の
場
で
あ
っ
た
と
は
い
い
難
か
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
教
官
の
人
事
は
関
東
軍
参
謀
長
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
内
地
」
か
ら
招
聴
さ
れ
た
国
家
主
義
的
な
思
想
を
持
つ
日

73 



本
人
で
あ
っ
た
。
総
長
は
国
務
総
理
大
臣
の
張
景
恵
が
務
め
て
い
た
が
名
誉
職
に
過
ぎ
ず
、
副
総
長
の
作
田
荘
一
が
実
質
的
な
指
導
者
で
あ
っ

た
。
作
田
は
元
京
都
帝
国
大
学
(
以
下
、
京
大
と
記
す
)
経
済
学
部
お
よ
び
国
民
精
神
文
化
研
究
所
教
授
で
あ
り
、
か
つ
建
大
創
設
準
備
委
員
の

一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
建
大
に
お
け
る
影
響
は
絶
大
で
あ
っ
た
と
い
う
。
全
体
主
義
的
な
経
済
理
論
を
主
張
し
て
い
た
作
勘
は
、
「
満
洲
国
」

(768) 74 

に
「
満
洲
国
学
」
と
い
う
新
た
な
学
問
を
創
ろ
う
と
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
満
洲
国
学
」
は
西
洋
の
学
問
の
輸
入
・
模
倣
で
は
な
く
、

新
し
い
学
問
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
「
満
洲
国
」
を
多
角
的
に
調
査
研
究
す
る
学
問
で
あ
り
、
そ
の
形
成
と
発
展
の
た
め
に
「
満
洲
国
」

⑧
 

の
建
国
精
神
を
以
て
主
観
的
に
調
査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
西
洋
由
来
の
近
代
の
学
問
を
超
克
し
、
「
満
洲
国
」
に
相
応
し
い

「
現
代
」
の
学
問
を
創
る
こ
と
が
、
彼
の
意
図
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
要
報
』
に
よ
る
と
、
作
田
の
指
導
の
下
、

一
九
三
八
年
九
月
に
「
国
民
思
想
の
語
養
」
、
「
教
学
の
根
本
精
神
の
確
立
」
、
「
国
家
政
策
の
基

本
原
理
の
樹
立
」
に
寄
与
す
べ
く
設
置
さ
れ
た
の
が
、
建
国
大
学
研
究
院
(
以
下
、
研
究
院
と
記
す
)
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
研
究
院
は
「
満
洲

国
」
の
存
在
意
義
を
明
確
化
し
、
そ
の
統
治
の
正
当
性
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
満
洲
国
」
に
役
立
つ
調
査
研
究
を
行
お
う
と
す
る
も
の

一
九
三
九
年
一
月
か
ら
実
際
に
調
査
研
究
を
開
始
し
た
研
究
院
に
は
、
基
礎
・
文
教
・
政
治
・
経
済
・
綜
合
と
い
う
五
つ
の
研
究

部
が
お
か
れ
、
各
研
究
部
に
は
そ
の
研
究
題
目
に
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
班
が
設
け
ら
れ
、
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
『
要
覧
」
康
徳
十

で
あ
っ
た
。

年
度
に
よ
る
と
、

一
九
四
一
年
度
か
ら
は
、
「
満
洲
国
現
下
の
急
を
要
す
る
重
点
研
究
」
を
遂
行
す
る
年
度
研
究
班
と
、
「
大
学
教
育
の
源
泉
た

る
恒
久
的
学
術
研
究
及
満
洲
文
化
へ
の
寄
与
」
を
目
指
す
常
置
研
究
班
の
並
立
体
制
を
開
始
し
、
調
査
研
究
活
動
の
強
化
を
図
っ
た
。
宮
沢
に

よ
る
句
、
こ
う
し
た
研
究
院
の
特
色
は
、
「
満
洲
国
学
」
の
理
念
の
下
、
積
極
的
に
行
政
側
と
連
絡
を
と
り
、
国
策
と
一
体
化
し
た
調
査
研
究

を
第
一
目
的
と
す
る
姿
勢
に
あ
る
。
事
実
、
研
究
院
所
属
の
研
究
者
は
総
務
庁
企
画
処
参
事
官
も
兼
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
の
政
策
実
践

に
関
与
し
、
こ
れ
を
実
地
研
究
の
素
材
と
し
て
研
究
院
に
持
ち
込
む
と
い
う
調
査
研
究
方
法
が
試
み
ら
れ
た
。
な
お
、
研
究
院
主
体
の
編
纂
事

業
と
し
て
『
満
洲
建
国
十
年
史
』
や
『
満
洲
百
科
辞
典
』
が
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
未
完
成
に
終
わ
っ
た
。

こ
う
し
た
研
究
院
の
活
動
も
、
上
述
の
関
東
軍
に
よ
る
中
国
人
学
生
逮
捕
の
責
任
を
と
る
形
で
一
九
四
二
年
六
月
に
作
田
が
辞
職
す
る
と
、



不
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
後
任
と
し
て
退
役
中
将
の
尾
高
亀
蔵
が
着
任
し
た
後
は
、
大
学
内
の
学
問
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
よ
う
で
、
多
く
の

@
 

建
大
教
職
員
や
学
生
は
、
「
作
田
副
総
長
辞
任
を
も
っ
て
建
国
大
学
は
終
わ
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
。
建
大
の
第
一
回
卒
業
式
は
一
九
四
三
年

六
月
に
行
わ
れ
た
が
、
同
年
秋
か
ら
日
本
人
学
生
の
徴
兵
が
始
ま
っ
た
た
め
、
翌
年
の
第
二
回
卒
業
式
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
人

以
外
の
学
生
に
限
ら
れ
た
。
そ
し
て
三
度
目
の
卒
業
式
は
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
九
四
五
年
八
月
に
建
大
は
閉
学
し
た
。

次
に
、
建
大
に
在
職
し
た
地
理
学
者
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
専
任
の
宮
川
善
造
(
一
九
O
四
1
八
五
年
)
、
伊
藤
博
(
一
九
二
二
1
九
二
年
)
、
浅

⑫
 

一
九
四
O
年
九
月
よ
り
「
満
洲
国
」
総
務
庁
嘱
託
)
、

井
辰
郎
(
一
九
一
四
1
二
O
O
六
年
)
、
兼
務
講
師
の
小
田
内
通
敏
(
一
八
七
五
j

一
九
五
四
年
、

@

@

 

小
牧
実
繁
(
一
八
九
八
j

一
九
九
O
年
、
京
大
地
理
学
教
室
教
授
)
の
計
五
名
で
あ
る
(
図
二
。
専
任
教
員
の
中
で
最
も
早
く
着
任
し
た
宮
川
は
京

一
九
三
八
年
の
開
学
に
合
わ
せ
て
助
教
授
と
し
て
着
任
、
一
九
四
一
年
四
月
か
ら
は
教
授
に
昇
任

@

⑧

 

し
た
。
彼
の
勧
誘
に
よ
り
建
大
に
職
を
得
た
の
が
、
地
理

大
地
理
学
教
室
を
一
九
二
九
年
に
卒
業
し
、

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

図1 1940月9月2日 建国大学にて
京都大学大学院文学研究科地理学専修所蔵の教室アルバムより。

同専修の許可を得て，ここに掲載するものである。左から伊藤

博，小牧実繁，浅井辰郎，宮川善造。

学
教
室
の
後
輩
で
あ
る
伊
藤
(
一
九
三
八
年
卒
、

一
九
三
九

年
二
月
嘱
託
、

一
九
四
O
年
四
月
講
師
、

一
九
四
二
年
八
月
助

教
授
、
専
門
は
人
口
地
理
)
と
浅
井
(
一
九
三
九
年
卒
、

@
 

四
O
年
四
月
助
手
、
専
門
は
気
候
学
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う 九

に
、
建
大
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
を
検
討
す
る
際
、

専
任
の
宮
川
ら
三
名
が
キ
l
パ
l
ソ
ン
と
な
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
中
で
も
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
宮
川
に
注
目
し

て
検
討
を
進
め
る
。

①
山
本
武
利
ほ
か
編
「
山
石
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
(
全
八

巻
)
』
岩
波
書
肩
、
二

O
O
六
年
。

(767) 75 



②
旦
ハ
蒙
人
「
植
民
地
の
法
学
者
た
ち
|
|
「
近
代
」
パ
ラ
イ
ソ
の
落
と
し
子
」

(
酒
井
哲
哉
編
『
「
帝
国
」
編
成
の
系
譜
(
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知

一
)
』
、
岩
波
書
店
、
二

O
O
六
年
)
一
二
三
j

一
六
九
頁
。
石
川
健
治
「
コ
ス
モ

ス
|
|
京
城
学
派
公
法
学
の
光
芭
|
|
」
(
向
上
)
一
七
一
j
一
一
一
一
一

O
頁
。
苅
部

直
「
「
始
原
」
の
植
民
地
の
政
治
学
|
|
一
九
四

0
年
代
の
中
村
哲
|
|
」
(
向

上
)
一
一
一
二
一
j
二
四
九
頁
。
全
京
秀
(
太
田
信
平
訳
)
「
植
民
地
の
帝
国
大
学
に

お
け
る
人
類
学
的
研
究
|
|
京
城
帝
国
大
学
と
台
北
帝
国
大
学
の
比
較
|
|
」

(
岸
本
美
緒
編
『
東
洋
学
の
磁
場
(
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
三
)
』
岩

波
書
庖
、
二

O
O
六
年
)
九
九
j
一
三
四
頁
。
な
ど
。

③
代
表
的
な
研
究
と
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て
次
の
文
献
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。
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④
野
間
晴
雄
「
東
南
ア
ジ
ア
と
地
理
学
」
(
奈
良
大
学
地
理
学
教
室
編
「
地
理
学

へ
の
模
索
」
地
人
書
房
、
一
九
八
九
年
、
二
二
二
{
J

一
五

O
頁
)
お
よ
び
同
「
熱

帯
地
理
学
の
成
立
と
欧
米
地
理
学
者
か
ら
み
た
東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作
」
(
千
田
稔

編
「
ア
ジ
ア
の
時
代
の
地
理
学
|
|
伝
統
と
変
革
|
|
」
古
今
書
院
、
二

O
O
八

年
、
一
九
七
j
一
二
九
頁
)
に
は
、
主
と
し
て
、
英
領
イ
ン
ド
・
マ
レ
ー
シ
ア
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
地

理
学
者
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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H
o
o
-
5品
・
[
米
家
泰
作
ほ
か
訳
『
モ
ダ
ニ
テ
イ
の
歴

史
地
理
(
上
)
』
古
今
書
院
、
二

O
O
五
年
)
一
二
三
EEL-'

一
二
八
頁
。
]

⑥
本
稿
で
は
、
「
大
日
本
帝
国
」
と
い
う
言
葉
を
、
現
在
の
日
本
だ
け
で
な
く
、

朝
鮮
、
台
湾
、
「
満
洲
国
」
な
ど
の
植
民
地
・
占
領
地
を
含
む
空
間
概
念
と
し
て

用
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
日
本
の
範
囲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
空
間
を
指
す
時
は
、

「
内
地
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。

⑦
例
え
ば
、
地
政
学
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
柴
田
陽
一
「
小
牧
実
繁
の

「
日
本
地
政
学
」
と
そ
の
思
想
的
確
立
|
|
個
人
史
的
側
面
に
注
目
し
て

l
l」、

人
文
地
理
、
五
八
巻
一
号
、
二

O
O
六
年
、
一

j

一
九
頁
。
同
「
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
期
の
戦
略
研
究
に
お
け
る
地
理
学
者
の
役
割
ー
ー
ー
綜
合
地
理
研
究
会
と
陸

軍
参
謀
本
部
|
|
」
、
歴
史
地
理
学
、
四
九
巻
五
号
、
二

O
O
七
年
、
一

1
三一

頁
。
高
木
彰
彦
「
雑
誌
『
地
政
学
』
に
み
る
日
本
の
地
政
学
の
特
徴
」
、
史
淵
、

一
四
六
輯
、
二

O
O
九
年
、
一
八
五
j
二

O
三百ハ。

③
三
木
理
史
「
日
本
に
お
け
る
植
民
地
理
学
の
展
開
と
植
民
地
研
究
」
、
歴
史
地

理
学
、
五
二
巻
五
号
、
二

O
一
O
年
、
二
四
j
四
二
頁
。

⑨
「
満
洲
国
」
を
植
民
地
と
み
な
す
こ
と
に
は
議
論
の
余
地
も
あ
ろ
う
が
、
現
在

の
学
界
で
は
、
実
態
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
植
民
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
、
本
稿
も
そ
の
見
解
に
従
う
。
日
本
植
民
地
研
究
会
編
『
日
本
植
民
地
研
究

の
現
状
と
課
題
」
ア
テ
ネ
社
、
二

O
O
八
年
、
四
頁
。

⑮
柴
田
陽
一
「
「
満
洲
国
」
に
お
け
る
地
理
学
者
と
そ
の
活
動
の
特
徴
」
(
石
川
禎

浩
編
『
中
国
社
会
主
義
文
化
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二

O
一
O

年
)
二
九
三

1
三
三
四
頁
。
「
満
洲
国
」
国
務
院
系
統
と
は
、
「
満
洲
国
」
の
行
政

の
中
心
で
あ
る
国
務
院
の
下
に
あ
る
機
関
(
総
務
庁
、
建
国
大
学
、
大
陸
科
学
院

な
ど
)
を
、
満
鉄
系
統
と
は
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
に
属
す
る
機
関
(
産
業
部
、

調
査
部
、
満
鉄
教
育
研
究
所
、
鉄
道
総
局
な
ど
)
を
指
す
。

⑬
渋
谷
鎮
明
「
植
民
地
下
朝
鮮
の
日
本
人
地
理
学
者
ー
ー
ー
嘱
波
散
村
地
域
研
究
所

所
蔵
「
浅
香
幸
雄
先
生
資
料
」
解
題

i
l」
(
千
田
稔
編
『
ア
ジ
ア
の
時
代
の
地

理
学
l
l伝
統
と
変
廿
乎
l
l』
古
今
書
院
、
二

O
O
八
年
)
一
一
一
一
一

t
二
三
七
頁
。
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建国大学における地理学者とその活動(柴田)

⑫
立
岡
裕
士
「
旧
制
国
立
大
学
に
お
け
る
地
理
学
教
育
|
|
学
科
課
程
を
中
心
と

し
て
|
|
」
、
金
沢
大
学
文
学
部
地
理
学
報
告
、
四
号
、
一
九
八
八
年
、
五
九
j

八
二
頁
。

⑬
前
掲
注
@
、
二
九

1
三
O
頁。

⑭
岡
田
俊
裕
『
日
本
地
理
学
史
論
|
|
個
人
史
的
研
究
|
|
』
古
今
書
院
、
二

O

0
0年
、
一
七
一

1
一
七
四
頁
。

⑮
前
掲
注
⑧
⑪
⑫
⑭
。

⑬
地
理
学
者
の
勤
務
先
は
、
岡
田
俊
裕
『
地
理
学
者
の
戦
時
期
著
作
目
録
』
和
田

書
房
、
二

O
O
六
年
を
参
照
。

⑫
前
掲
注
⑦
柴
田
「
小
牧
実
繁
の
「
日
本
地
政
学
」
そ
の
思
想
的
確
立
」
。

⑬
斎
藤
利
彦
「
「
満
州
国
」
建
国
大
学
の
創
設
と
展
開
|
|
「
総
力
戦
」
下
に
お

け
る
高
等
教
育
の
「
革
新
」
|
|
」
(
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
「
総
力

戦
下
に
お
け
る
「
満
州
国
」
の
教
育
、
科
学
・
技
術
政
策
の
研
究
」
学
習
院
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九

O
年
)
一
一

0
1
二
ニ
二
頁
。
宮
沢
恵
理
子
『
建
国

大
学
と
民
族
協
和
』
風
間
書
房
、
一
九
九
七
年
。
山
根
幸
夫
『
建
国
大
学
の
研
究

|
|
日
本
帝
国
主
義
の
一
断
面
|
|
』
汲
古
書
院
、
二

O
O
三
年
。
王
智
新
「
高

等
教
育

l
l
'建
国
大
学
の
場
合
|
|
i
」
(
同
編
『
日
本
の
植
民
地
教
育
|
|
中
国

か
ら
の
視
点
|
|
』
社
会
評
論
社
、
二

O
O
O年
)
一
八
一

1
一
九
一
頁
。

⑮
小
谷
野
邦
子
「
「
満
洲
」
に
お
け
る
心
理
学
1
1
1
建
国
大
学
と
そ
の
周
辺
|
|
」
、

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
、
三
六
号
、
二

O
O
二
年
、
二
ハ
三

j
一
七
九
頁
。
志
々
回
文
明
「
武
道
の
教
育
力
ー
ー
ー
満
洲
国
・
建
国
大
学
に
お
け

る
武
道
教
育
|
|
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二

O
O
五
年
。
田
中
寛
「
建
国
大
学

に
お
け
る
理
念
と
実
相
ー
ー
ー
皇
道
主
義
教
育
思
想
と
そ
の
言
語
政
策
論
を
め
ぐ
っ

て
|
|
」
、
植
民
地
教
育
史
研
究
年
報
、
四
号
、
二

O
O
二
年
、
一
四
四
1

一
九

五
頁
。
斐
富
吉
「
経
営
学
者
の
経
営
倫
理
学
的
考
察

l
l満
州
帝
国
建
国
大
学
と

山
本
安
次
郎
|
|
」
、
大
阪
産
業
大
学
経
営
論
集
、
三
巻
三
号
、
二

O
O
二
年
、

一
一
七
1

一
三
七
頁
。

@
建
国
大
学
『
建
国
大
学
要
覧
(
康
徳
八
年
度
)
』
建
国
大
学
、
一
九
四
一
年
。

同
『
建
国
大
学
要
覧
建
国
大
学
研
究
院
要
覧
(
康
徳
十
年
度
)
」
建
国
大
学
、
一

九
四
三
年
(
東
洋
文
庫
所
蔵
)
。
同
「
建
国
大
学
建
国
大
学
研
究
院
要
覧
(
康
徳

十
一
年
度
)
』
建
国
大
学
、
一
九
四
四
年
(
東
洋
文
庫
所
蔵
)
。
建
国
大
学
研
究
院

『
建
国
大
学
研
究
院
要
報
第
二
号
」
建
国
大
学
研
究
院
、
一
九
三
九
年
。
建
国

大
学
研
究
院
『
建
国
大
学
研
究
院
月
報
第
一
号
j
第
四
五
号
』
建
国
大
学
研
究

院
、
一
九
四

O
年
1

一
九
四
五
年
。

@
建
国
大
学
同
窓
会
編
『
歓
喜
嶺
遁
か
(
上
)
(
下
)
』
「
歓
喜
嶺
遥
か
」
編
集
委

員
会
、
一
九
九
一
年
。
長
春
市
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編
『
回
憶
偽
満
建
国
大

学
』
長
春
市
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
一
九
九
七
年
。
以
下
、
両
書
所
収
の
回
想

か
ら
の
引
用
は
、
編
者
・
発
行
者
を
省
略
す
る
。
宮
川
善
造
ほ
か
「
(
座
談
会
)

建
国
大
学
|
|
草
創
の
こ
ろ
・
そ
の
二
|
|
」
(
建
国
大
学
同
窓
会
「
建
大
史
」

編
纂
委
員
会
編
『
建
大
史
資
料
(
二
)
』
建
国
大
学
同
窓
会
、
一
九
六
七
年
)
一

1
一
一
一
頁
(
東
洋
文
庫
所
蔵
)
。
劉
第
謙
[
一
九
四
三
年
]
「
我
所
了
解
的
偽
満
建

国
大
学
」
(
劉
海
瑛
編
『
偽
満
文
化
」
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
六

O

六
1
六
四
五
頁
。
著
者
が
建
大
の
学
生
で
あ
る
場
合
、
著
者
名
の
後
ろ
の
角
括
弧

内
に
入
学
年
を
記
す
。
以
下
同
様
。

@
総
会
は
二

O
O
七
年
六
月
に

K
K
R
ホ
テ
ル
東
京
で
聞
か
れ
た
。
建
大
同
窓
会

事
務
局
の
連
絡
先
は
、
東
京
都
港
区
新
橋
一
ー
ー
五
i
五
国
際
善
隣
協
会
気
付
で

あ
る
。

@
鈴
木
昭
次
郎
[
一
九
四
五
年
]
編
「
建
国
大
学
教
職
員
録
』
建
国
大
学
同
窓
会
、

二
O
O
七
年
(
建
国
大
学
同
窓
会
所
蔵
)
。
湯
治
万
蔵
[
一
九
三
九
年
]
編
『
建
国

大
学
年
表
」
建
国
大
学
同
窓
会
建
大
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
一
年
。

@
前
掲
注
⑬
お
よ
び
⑬
士
山
々
因
。

@
今
井
隆
太
「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
時
代
の
作
田
荘
こ
、
社
会
科
学
研
究
科

紀
要
別
冊
、
四
号
、
一
九
九
九
年
、
九
七

1
一
一
一
一
頁
。

@
作
田
荘
一
『
現
代
の
学
問
と
満
洲
国
学
の
研
究
法
』
建
国
大
学
研
究
院
、
一
九
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四
O
年
。
同
「
発
刊
の
辞
|
|
現
代
の
国
学
に
就
い
て
|
|
」
、
建
国
大
学
研
究

院
研
究
期
報
、
一
輯
、
一
九
四
一
年
、
一

1
一
四
頁
。

⑫
前
掲
注
⑬
宮
沢
、
二
一
人
j
一
五
七
頁
。

@
前
掲
注
⑬
宮
沢
、
一
五
七

1
一
六
O
頁。

@
山
崎
準
二
「
小
田
内
通
敏
の
経
歴
と
著
作
・
関
係
文
献
目
録
|
|
文
献
調
査
及

ぴ
聞
き
取
り
調
査
結
果
の
第
一
次
整
理
|
|
」
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

人
文
・
社
会
科
学
篇
、
三
四
号
、
一
九
八
三
年
、
二
一
入
、
二
二
二
頁
。

@
前
掲
注
⑦
柴
田
両
論
文
。

@
地
理
学
者
で
は
な
い
が
、
地
政
学
研
究
で
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
て
い
た
井
口
一

郎
が
、
一
九
四
三
年
二
月
に
専
任
教
授
と
し
て
着
任
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

彼
は
「
弘
報
論
」
や
「
新
聞
政
策
論
」
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
た
が
、
他
の
活
動

は
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
検
討
し
な
い
。
井
口
一
郎
『
地
政
動
態
論

|
|
現
代
地
政
学
の
諸
問
題
i
l
B
』
帝
国
書
院
、
一
九
四
三
年
。
田
村
紀
雄
「
建

第
二
章

建
国
大
学
に
お
け
る
宮
川
の
調
査
研
究
活
動

国
大
学
時
代
の
井
口
一
郎

i
l新
聞
学
か
ら
弘
報
論
へ
|
|
」
、
東
京
経
済
大
学

人
文
自
然
科
学
論
集
、
二
一
七
号
、
二

O
O九
年
、
二
一
七
j
一
四
二
頁
。

@
河
上
税
「
宮
川
善
造
先
生
の
逝
去
を
悼
む
」
、
東
北
地
理
、
三
八
巻
二
号
、
一

九
八
六
年
、
二
ハ
O
頁
。
前
掲
注
⑫
鈴
木
、
九
八
頁
。

@
浅
井
辰
郎
「
私
は
建
大
に
な
ぜ
勤
め
た
か
」
(
『
歓
喜
嶺
這
か
(
上
)
』
、
一
九
九

一
年
)
二
九
頁
。

@
伊
藤
と
浅
井
の
専
門
は
順
に
人
口
地
理
、
気
候
学
で
あ
り
、
両
者
と
も
渡
満
前

に
目
立
っ
た
業
績
を
あ
げ
て
い
た
。
伊
藤
博
「
天
草
諸
島
の
人
口
|
|
人
口
の
地

理
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
|
」
、
地
理
論
叢
、
一

O
輯
、
一
九
三
九
年
、

二
五

1
八
一
頁
。
同
「
人
口
地
理
学
の
出
発
点
に
つ
い
て
」
、
人
口
問
題
、
三
巻

二
号
、
一
九
三
九
年
、
二
七
五

1
二
九

O
頁
。
浅
井
辰
郎
編
『
浅
井
辰
郎
気
候

学
・
地
理
学
論
文
集
」
私
家
版
、
一
九
八

O
年
、
四

1
二
一
、
三
三
一
j
三
五
九

頁
。
彼
ら
の
建
大
着
任
年
月
と
そ
の
後
の
異
動
は
、
前
掲
注
⑫
鈴
木
参
照
。

第
一
節

渡
満
前
の
調
査
研
究
活
動
と
建
国
大
学
着
任
の
背
景

一
九

O
四
年
十
月
に
青
森
県
の
弘
前
市
南
川
端
町
で
生
ま
れ
た
宮
川
は
、
弘
前
高
等
学
校
文
科
甲
類
を
経
て
、

①
 

理
学
教
室
を
卒
業
し
た
。
同
年
卒
業
し
た
者
に
は
、
後
に
大
阪
市
立
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
村
松
繁
樹
ら
が
い
る
。
宮
川
の
卒
業
論
文
「
木
曽

②
 

山
塊
の
交
通
地
理
」
は
、
ど
こ
に
も
発
表
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。

一
九
二
九
年
三
月
に
京
大
地

さ
て
、
宮
川
の
京
大
在
学
中
、
地
理
学
教
室
の
教
授
は
石
橋
五
郎
で
あ
っ
た
が
、

③
 

た
め
教
室
を
頻
繁
に
訪
れ
て
い
た
。
戦
後
の
宮
川
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
石
橋
は
「
ラ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
人
論
へ
の
傾
倒
が
著
し
く
み
ら
れ
、
講
義

一
九
一
二
年
に
理
学
部
へ
移
っ
た
小
川
琢
治
も
、
講
義
の

の
お
り
に
は
い
つ
も
、
人
文
事
象
に
及
ぼ
す
自
然
環
境
の
影
響
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
地
理
学
者
の
進
路
と
し
て
指
示
さ
れ
た
も
の

(772) 78 



は
、
極
め
て
直
裁
的
な
も
の
で
」
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
小
川
の
講
義
は
「
広
く
自
然
地
理
学
お
よ
び
人
文
地
理
学
の
諸
部
門
に
わ
た
っ

て
」
お
り
、
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
小
川
や
内
藤
湖
南
ら
の
「
老
教
授
た
ち
の
講
義
に
よ
っ
て
」
、
「
西
洋
近
代
の

学
説
を
と
り
い
れ
る
場
合
に
は
、
常
に
こ
れ
に
批
判
を
加
え
、
と
く
に
東
洋
人
な
い
し
日
本
人
の
立
場
か
ら
よ
く
吟
味
す
る
と
い
う
研
究
態

度
」
を
学
ん
だ
と
い
う
。
当
時
刊
行
さ
れ
た
小
川
の
著
書
『
地
質
現
象
之
新
解
釈
』
は
、
「
全
く
自
然
科
学
の
領
域
に
属
す
る
論
説
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
中
に
は
や
は
り
こ
の
態
度
が
窺
わ
れ
」
、
彼
に
「
す
こ
ぶ
る
深
い
感
銘
を
与
え
た
」
ょ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
川
は
西
田
哲
学
に

凝
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
理
学
専
攻
を
選
択
後
、
「
地
理
学
の
根
本
問
題
に
取
組
も
う
と
す
る
意
図
を
も
つ
に
至
っ
た
」
。
小
川
が
『
人
文

④
 

の
中
で
「
ヴ
ア
ロ

1

5
・
〈
色
自
民
|
|
筆
者
注
〕
の
学
説
を
引
用
し
な
が
ら
、
地
理
学
の
要
件
や
本
質
に
つ
い
て
論
述
さ
れ

地
理
学
研
究
』

た
」
こ
と
も
、
「
地
理
学
原
論
に
つ
い
て
の
関
心
を
ば
、
強
く
刺
戟
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
。

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

一
九
三

O
年
四
月
に
仙
台
の
東
北
学
院
高
等
学
校
の
教
授
に
な
っ
た
。
た
だ
、

着
任
す
る
ま
で
の
八
年
間
、
彼
は
目
立
っ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
て
い
な
い
。
当
時
の
彼
が
執
筆
し
た
も
の
は
、
シ
ユ
ル
ツ
(
〉
・

ω
岳
吾
N
)

の

⑤
 

包
宮
、
N
K
W
N

・
.
巳
ミ
ド
ミ
丸
町
与
さ
忌
の
中
の
一
節
「
ス
テ
ッ
プ
景
観
」
の
訳
や
、
彼
の
故
郷
に
近
い
浅
瀬
石
川
に
お
け
る
温
泉
浴
場
を
有
す
る
集

⑥
 

落
の
機
能
・
生
成
・
形
態
及
び
位
置
に
つ
い
て
の
集
落
地
理
学
的
考
察
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
口
頭
発
表
は
、
一
九
三
四
年
十
一
月
の
京
大
地

⑦
 

理
学
談
話
会
大
会
に
お
い
て
、
「
商
業
地
理
学
の
一
問
題
」
を
発
表
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
卒
業
論
文
の
交
通
地

そ
の
後
、
宮
川
は
大
学
院
を
経
て
、

一
九
三
八
年
に
建
大
へ

理
に
始
ま
り
、
商
業
地
理
や
集
落
地
理
な
ど
多
方
面
に
手
を
出
し
て
い
る
が
、
専
門
分
野
さ
え
明
確
で
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
後
に
宮
川
自
身

が
回
想
す
る
よ
う
に
、
「
杜
の
都
と
呼
ば
れ
る
閑
静
な
環
境
と
、
東
北
大
学
の
豊
富
な
図
書
と
に
恵
ま
れ
て
は
い
た
が
、

一
度
入
り
込
ん
だ
原

論
研
究
の
樹
海
は
、
あ
ま
り
に
も
広
く
深
く
、
道
さ
え
さ
だ
か
で
は
な
か
っ
た
。
常
に
た
だ
迷
路
を
辿
る
心
持
の
み
し
て
、
こ
の
森
林
地
帯
を

③
 

い
つ
抜
け
き
れ
る
の
か
、
全
く
心
細
い
限
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑨
 

た
だ
、
こ
の
時
期
の
宮
川
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
出
張
し
、
「
南
米
各
国
邦
人
植
民
地
を
視
察
」
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る
。
宮
川

(771) 

一
九
二
二
年
夏
の
視
察
旅
行
は
、
当
時
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
講
師
で
経
済
地
理
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
田
中
舘
秀
三
か

に
よ
れ
ば
、
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ら
「
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
」
も
の
で
あ
っ
た
。
田
中
舘
は
「
当
時
の
風
潮
で
あ
っ
た
海
外
移
住
を
:
:
:
植
民
地
理
学
の
問
題
と
し
て
研
究
し
て

い
た
」
の
で
、
「
拓
殖
会
社
顧
問
と
か
の
肩
書
き
」
だ
っ
た
が
、
自
身
は
「
自
費
旅
行
者
」
で
あ
っ
た
と
い
旬
。

(774) 80 

宮
川
の
回
想
に
よ
る
と
、
移
民
と
彼
ら
を
乗
せ
た
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
丸
は
神
戸
を
出
帆
し
、
イ
ン
ド
洋
と
大
西
洋
を
経
て
サ
ン
ト
ス
に
上

陸
し
た
。
し
ば
ら
く
回
中
舘
に
同
行
し
て
い
た
宮
川
だ
が
、
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
植
民
地
視
察
を
お
え
」
る
と
、
単
独
で
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
の
ア

マ
ゾ
ン
川
流
域
へ
と
足
を
伸
ば
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
当
時
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
植
民
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
に
も
よ
る
が
、
や

は
り
セ
ル
ヴ
ァ
の
樹
海
が
神
秘
的
な
魅
力
を
も
っ
て
誘
う
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
」
で
あ
っ
た
。
「
ベ
レ
ン
と
マ
ナ
オ
ス
と
の
間
で
も
っ
ぱ
ら
植

っ
た
宮
川
は
、
「
〔
移
民
に
と
も
な
う
〕
諸
問
題
に
つ
い
て
は
何
等
の
解
答
も
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
植
民
者
た
ち
が
続
々

と
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
始
末
で
あ
っ
た
:
:
:
生
活
の
基
礎
に
つ
い
て
は
、
深
い
危
慎
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
い
旬
。
こ
の

民
地
を
見
て
廻
」

よ
う
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
視
察
旅
行
は
、
宮
川
に
移
民
問
題
へ
の
関
心
を
喚
起
さ
せ
、
後
に
渡

満
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
当
時
の
彼
が
書
い
た
も
の
を
、
筆
者
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

⑫
 

そ
の
宮
川
が
建
大
に
着
任
し
た
の
は
一
九
三
八
年
三
月
十
四
日
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
な
ぜ
建
大
に
着
任
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
小
川

⑬
 

琢
治
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
宮
川
は
い
う
。
戦
後
の
回
想
に
よ
る
と
、
「
私
は
元
来
専
門
が
地
理
で
す
か
ら
作
田
先
生
と
は
縁
が
な

か
っ
た
」
が
、
作
田
が
か
つ
て
の
同
僚
で
あ
る
小
川
に
「
、
だ
れ
か
推
考
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
宮
川
に
話
が
来
た
。
た
だ
、
そ
の

際
に
届
い
た
の
は
「
半
紙
一
枚
」
の
設
立
要
綱
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
宮
川
は
東
京
に
作
田
を
訪
れ
、
新
し
い
学
問
・
教
育
を
こ
れ
か
ら
創
り

た
い
と
い
う
話
を
直
接
伺
い
、
渡
満
を
決
心
し
た
。
「
日
本
の
教
育
に
は
あ
き
て
、
や
る
こ
と
に
行
き
づ
ま
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
自
分

⑬
 

で
作
る
と
い
う
、
創
造
の
精
神
、
生
活
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
決
心
し
た
」
と
い
う
。
他
に
も
、
宮
川
の
妹
が
新
京
に
い
た
こ
と
も
、

渡
満
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
結
果
的
に
、
宮
川
に
と
っ
て
建
大
着
任
は
、
「
自
分
の
生
涯
に
一
大
転
回
を
も
た
ら
し
た
の
み
で
は
な
く
、

⑬
 

地
理
学
の
研
究
の
上
に
も
新
生
面
を
打
開
す
る
機
会
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。



第
二
節

研
究
院
に
お
け
る
宮
川
の
調
査
研
究
活
動

渡
満
し
た
宮
川
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
作
田
に
よ
る
新
し
い
学
問
の
創
造
で
あ
っ
た
。
彼
は
作
田
に
師
事
し
、
「
満
洲
国
学
」
に
心
酔
し
て

⑫
 

い
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
作
田
院
長
の
指
導
の
下
に
満
洲
国
学
と
し
て
の
国
家
地
理
の
研
究
中
に
研
究
者
の
心
構
へ
を
記
し
た
も
の
」
だ
と
い
う

論
文
「
満
洲
国
家
地
理
序
説
」
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
渡
満
後
の
彼
が
初
め
て
書
い
た
論
文
は
、
「
満
洲
国
」
を
「
全
体
性
の
回
復
更
新
」
を

そ
の
「
本
質
」
と
す
る
「
現
代
国
家
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
相
応
し
い
「
国
民
主
義
の
旗
の
下
に
立
つ
」
「
現
代
科
学
と
し
て
の
地
理
学
」

の
建
設
を
説
く
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
「
近
代
科
学
た
る
地
理
学
」
や
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
地
理
学
」
を
批
判
し
、
「
客
観
万
能
」
で
は
な
く

「
主
観
に
沿
ふ
客
観
」
を
、
「
分
析
」
と
共
に
「
綜
合
の
見
方
」
を
重
要
視
し
た
。
ま
た
、
「
研
究
者
の
意
志
的
立
場
の
確
立
」
の
必
要
を
説
き
、

⑬
 

「
満
洲
国
の
地
理
は
こ
の
国
の
国
心
に
即
し
、
身
を
挺
し
て
建
国
の
大
業
に
参
ず
る
も
の
の
手
に
よ
っ
て
の
み
完
成
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

回
想
に
よ
れ
ば
、
「
作
田
先
生
を
中
心
と
し
た
建
国
大
学
研
究
院
の
課
題
は
、
近
代
科
学
を
こ
え
た
現
代
科
学
の
樹
立
に
あ
り
、
な
か
で
も

階
級
科
学
を
つ
つ
む
邦
国
科
学
の
建
設
が
当
面
の
目
標
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
理
学
の
再
建
や
原
論
的
諸
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
も
、

⑬
 

こ
の
方
向
に
そ
う
て
、
漸
く
手
が
か
り
を
つ
か
み
得
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
彼
は
「
満
洲
の
建
設
に
マ
ッ
チ
し
た
学
問
」
、
つ
ま
り
、
国
策

⑫
 

と
一
体
化
し
た
調
査
研
究
活
動
に
遁
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
活
動
を
開
始
し
た
研
究
院
が
そ
の
舞
台
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
研
究
院
の
下
に
設
置
さ
れ
た
研
究
班
に
お
け
る
活
動
を
検
討
す
る
。
宮
川
ら
の
所
属
し
た
主
な
研
究
班
と
そ
の
活
動
内
容
は
、
次
の

一
・
四
号
に
よ
れ
ば
、

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
『
要
報
』
、
『
月
報
」

一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四

O
年
の
図
表
研
究
班
(
基
礎
研
究

部
)
は
、
「
経
済
実
態
民
族
及
国
民
構
成
の
研
究
を
助
成
す
る
意
図
を
以
て
、
共
同
研
究
の
方
法
に
よ
り
図
表
的
表
現
並
に
実
践
の
研
究
を
行

ひ
、
満
洲
国
々
勢
の
図
表
化
及
び
そ
の
方
法
論
的
研
究
を
目
的
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
宮
川
は
発
足
当
初
か
ら
班
長
を
務
め
、
「
満
洲
国
国

勢
の
図
表
化
」
を
「
満
洲
国
」
国
務
院
総
務
庁
統
計
処
と
連
携
し
て
行
っ
た
。
そ
の
成
果
が
一
九
四
一
年
五
月
刊
行
の
『
満
洲
帝
国
国
勢
図
表

康
徳
七
年
蜘
』
で
あ
る
。
国
土
、
国
民
、
政
治
、
経
済
、
産
業
、
労
働
、
交
通
・
通
信
、
大
豆
専
編
と
い
う
構
成
を
と
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
図
表

(773) 81 



を
多
数
掲
載
し
て
い
る
。
「
康
徳
五
年
〔
一
九
三
八
年
〕
末
、
若
く
は
康
徳
六
年
〔
一
九
三
九
年
〕
末
迄
の
統
計
資
料
を
以
て
能
ふ
る
限
り
国
勢
各

般
の
事
情
を
綜
合
的
に
統
計
図
表
に
依
り
把
握
し
得
る
や
う
編
纂
」
し
た
も
の
だ
っ
た
。
同
班
は
こ
の
成
果
を
以
て
一
旦
終
了
し
た
が
、
『
月

(774) 82 

一
九
四
二
年
か
ら
満
洲
国
勢
研
究
班
(
綜
合
研
究
部
・
常
置
研
究
班
)
と
し
て
復
活
し
た
。
宮
川
は
総
務
庁
統
計
処
と

協
力
し
、
「
満
洲
国
勢
図
表
躍
進
十
年
版
」
刊
行
の
準
備
を
し
た
。
他
の
班
員
は
、
伊
藤
、
浅
井
ら
数
名
で
あ
っ
た
。

報

一
七
号
に
よ
る
と
、

一
九
四

O
年
の
国
土
研
究
班
(
基
礎
研
究
部
)
で
は
、
宮
川
は
班
長
を
務
め
、
主
に
国
民
構
成
、

全
満
各
県
の
行
政
区
画
図
の
収
集
を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
班
員
は
伊
藤
と
浅
井
で
あ
っ
た
。
同
年
八
月
末
に
、
来
満
し
た
小
牧
実
繁
を
交
え
て

第
二
に
、
「
月
報
』

一
・
二
号
に
よ
る
と
、

開
催
し
た
国
土
研
究
会
で
は
、
宮
川
は
「
満
洲
の
国
土
計
画
の
進
行
状
態
」
に
関
す
る
説
明
の
他
、
「
国
家
地
理
学
序
説
」
と
い
う
報
告
を
行

@
 

っ
た
。
同
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
上
述
の
「
満
洲
国
家
地
理
序
説
」
で
あ
る
。
小
田
内
通
敏
に
よ
る
と
、
同
班
は
総
務
庁
企
画
処
嘱
託
の

小
田
内
ら
と
共
に
「
満
洲
国
」
の
「
綜
合
立
地
計
画
」
(
国
土
計
画
)
の
企
画
・
遂
行
に
従
事
し
た
。
宮
川
ら
と
共
に
仕
事
を
し
た
企
画
処
の

一
九
四
一
年
ま
で
に
十
数
回
の
会
合
を
重
ね
、
「
国
土
計
画
的

「
国
土
研
究
会
」
は
、
「
地
政
学
に
就
て
関
心
す
る
集
団
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

@
 

研
究
を
発
表
す
る
会
合
と
し
て
成
長
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
国
土
計
画
へ
の
関
与
を
通
じ
て
、
宮
川
は
地
政
学
へ
の
関
心
を
深

@
 

め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
班
で
の
彼
の
成
果
は
、
『
研
究
期
報
』
に
発
表
さ
れ
た
「
わ
が
国
土
の
地
位
」
で
あ
る
。

第
三
に
、
『
要
報
』
、
『
月
報
』

一
・
三
号
に
よ
れ
ば
、

一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
二
年
の
国
民
構
成
研
究
班
(
政
治
研
究
部
)
で
も
、
宮
川
は

一
九
四

O
年
か
ら
班
長
を
務
め
た
。
班
員
は
他
に
伊
藤
、
浅
井
ら
数
名
で
あ
っ
た
。
同
班
は
、
「
満
洲
建
国
の
原
理
並
に
本
義
に
基
く
国
民
の

再
編
成
は
緊
要
な
る
国
策
的
研
究
事
項
」
で
あ
り
、
そ
の
「
実
現
の
為
の
具
体
的
政
策
を
打
出
す
た
め
に
は
、
現
実
の
国
民
構
成
を
充
分
認
識

す
る
を
要
す
」
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
満
洲
国
民
の
民
族
に
依
る
構
成
」
が
主
要
課
題
で
あ
り
、
伊

藤
・
浅
井
に
よ
る
朝
鮮
人
の
調
査
(
間
島
・
牡
丹
江
・
通
化
省
)
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
現
地
調
査
と
統
計
資
料
を
駆
使
し
た
成
果
が
、

@
 

一
九
四
O
年
十
二
月
に
『
人
口
統
計
よ
り
見
た
る
満
洲
国
の
縁
族
複
合
状
態
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
に
よ
る
と
、
「
縁
族
」
と
は
「
民

族
」
と
い
う
言
葉
の
多
義
性
な
ど
を
批
判
す
る
作
田
の
造
語
で
あ
る
。
統
計
資
料
に
基
づ
い
て
各
地
方
行
政
区
内
の
民
族
複
合
状
態
を
提
示
し
、



そ
れ
を
「
如
何
に
改
編
す
べ
き
か
の
政
策
」
や
、
そ
の
「
実
践
的
研
究
」
に
「
基
盤
」
を
与
え
る
こ
と
が
同
書
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
多
く
の

分
布
図
と
統
計
表
が
挿
入
さ
れ
た
同
書
は
、
「
満
洲
の
民
族
政
策
の
研
究
に
堅
実
な
礎
石
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
:
:
:
国
土
計
画
と
民
族
政
策

⑧
 

が
関
聯
す
べ
き
幾
多
の
問
題
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
」
と
、
小
田
内
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。
『
月
報
』
八
・
十
一
号
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
一
年

四
月
に
、
総
務
庁
企
画
処
綜
合
立
地
研
究
会
主
催
の
人
口
及
民
族
問
題
懇
話
会
に
出
席
し
た
宮
川
は
、
同
書
が
人
口
問
題
に
対
し
て
多
く
の
示

唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
そ
の
有
効
性
を
説
い
た
。
ま
た
、
同
年
六
月
の
満
洲
調
査
機
関
聯
合
会
第
三
七
回
総
会
で
も
、
彼
は
同
書
の
内
容
を

説
明
す
る
機
会
を
得
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
同
班
の
活
動
が
、
国
土
計
画
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
月
報
』
七
・
十
号
に
よ
れ
ば
、
同
班
は
一
九
四
一
年
か
ら
国
民
構
成
及
編
成
研
究
班
(
政
治
研
究
部
・
年
度
研
究
班
)
と
改
称
さ
れ
、
「
満

⑫
 

一
九
四
二
年
四
月
の
嚢
文
社
主
催
の
座
談
会
「
国
民
編
成
の
問
題
」
は
、
同
班
員
が

洲
各
縁
族
の
結
集
関
係
」
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

主
な
参
加
者
で
あ
っ
た
。
会
で
は
、
全
体
主
義
的
な
国
民
統
一
、
国
民
構
成
の
現
状
の
問
題
、
さ
ら
に
宗
教
、
家
族
制
度
、
協
和
会
組
織
な
ど

の
共
同
組
織
確
立
に
関
す
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
国
民
編
成
の
必
要
性
と
、
国
民
の
結
成
団
体
と
し
て
の
協
和
会
機
能
の
再
検
討
の
必
要
性
が

⑧
 

結
論
と
し
て
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
伊
藤
の
論
文
「
満
洲
国
民
の
性
別
構
成
」
も
、
同
班
の
成
果
で
あ
る
。

次
に
、
研
究
院
主
体
の
事
業
で
あ
っ
た
『
満
洲
建
国
十
年
史
』
(
一
九
四
二
年
に
編
纂
開
始
)
と
「
満
洲
百
科
辞
典
』
(
一
九
四
三
年
に
編
纂
開
始
)

に
お
け
る
宮
川
ら
の
活
動
を
検
討
す
る
。
第
一
に
、
『
満
洲
建
国
十
年
史
』
編
纂
事
業
で
は
、
宮
川
は
総
観
篇
の
「
国
土
」
、
「
民
族
」
の
章
を

⑧
 

担
当
し
た
。
戦
後
部
分
的
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
の
中
に
、
宮
川
執
筆
の
「
国
土
」
の
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
国
土
の
意
義
、
満
洲
の
地
文
、

満
洲
の
人
文
、
国
土
の
判
定
と
い
う
四
つ
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
同
章
は
、
「
国
家
は
そ
れ
自
ら
の
生
命
を
具
へ
、
心
意
を
有
し
、
自
ら
生
活

す
る
独
立
の
組
織
体
」
で
あ
る
と
国
家
を
有
機
体
と
み
な
し
た
上
で
、
自
然
・
人
文
両
側
面
か
ら
「
満
洲
国
」
の
国
土
を
概
観
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
「
満
洲
国
」
の
地
位
を
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。

(775) 

大
東
亜
共
栄
圏
の
一
体
と
し
て
の
満
洲
国
は
、
経
営
に
就
て
は
広
域
内
の
国
々
と
積
極
的
に
提
携
し
、
共
同
し
て
之
に
当
る
が
故
に
、
北
辺
の
鎮
護
、
国
防

83 



経
済
力
の
増
強
、
赤
色
思
想
の
撲
滅
等
に
就
て
は
、
広
域
性
国
家
と
し
て
の
任
務
を
与
へ
ら
れ
、
国
土
の
運
営
も
当
面
の
重
点
は
姦
に
置
か
れ
る
。
:
:
:
満

(778) 

洲
の
地
勢
は
:
:
:
一
国
を
成
す
べ
き
所
と
言
ふ
ベ
く
、
且
又
、
内
満
の
統
一
的
地
文
が
国
家
の
自
主
性
の
地
盤
た
る
に
相
応
し
い
の
に
対
し
て
、
外
満
の
連

@
 

隣
的
地
文
が
、
国
家
の
開
展
性
の
基
礎
に
適
当
す
る
。

84 

こ
の
よ
う
に
「
国
土
」
の
章
は
、
「
満
洲
国
」
の
国
土
を
地
政
学
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
論
か
ら
は
、
彼
が
「
満
洲
国
」
建
国

の
正
当
性
を
強
調
す
る
一
方
で
、
「
満
洲
国
」
を
「
大
日
本
帝
国
」
の
「
属
国
」
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

第
二
に
、
「
月
報
』
二
人
・
四
三
号
に
よ
れ
ば
、
『
満
洲
百
科
事
典
」
編
纂
事
業
で
は
、
宮
川
は
常
任
編
纂
委
員
を
務
め
た
以
外
に
法
政
編
纂

部
に
属
し
た
。
伊
藤
は
経
済
・
文
化
編
纂
部
、
浅
井
は
経
済
・
文
化
・
図
版
編
纂
部
に
属
し
た
。
宮
川
は
、

「
地
理
地
誌
項
目
の
選
定
方
針
案
を
作
成
」
し
た
他
、
一
九
四
四
年
九
月
に
「
地
名
、
河
川
、
匠
賊
・
治
安
、
朝
鮮
、
中
華
民
国
、
シ
ベ
リ

一
九
四
三
年
二
月
の
委
員
会
で

ヤ
」
と
い
う
項
目
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
百
科
辞
典
は
結
局
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
彼
の
分
担
内
容
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。
『
月
報
」
を
み
る
限
り
、

一
九
四
四
年
一
一
月
の
第
三
三
回
常
任
編
纂
委
員
会
ま
で
会
議
が
続
け
ら
れ
た
模
様
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宮
川
ら
は
研
究
院
に
お
け
る
調
査
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
総
務
庁
の
進
め
る
「
綜
合
立
地
計
画
」
(
国
土
計
画
)
に
関
与
し

て
い
た
。
統
計
資
料
を
用
い
た
「
満
洲
国
」
国
民
構
成
の
民
族
別
分
析
と
「
満
洲
国
」
国
勢
の
図
表
化
が
、
地
理
学
者
で
あ
る
彼
ら
の
役
割
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
行
政
機
関
と
の
密
接
な
連
携
は
、
彼
ら
の
調
査
研
究
活
動
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
国
土
計
画
へ
の
関
与
を
通
じ
て
地
政

学
へ
の
関
心
を
深
め
た
宮
川
は
、
「
満
洲
国
」
の
国
土
を
地
政
学
的
に
考
察
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
地
政
学
こ
そ
、
彼
の
調
査
研
究
活
動
の
も

う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
彼
の
地
政
学
の
主
張
を
検
討
す
る
。

①
一
章
注
@
河
上
。

②
「
業
報
」
、
史
林
、
一
四
巻
三
号
、
一
九
二
九
年
、
二
二
七
頁
。

③
宮
川
善
造
『
現
代
地
理
学
原
論
」
現
代
地
理
学
研
究
会
、
一
九
六
二
年
、
一

1

二
頁
。

④
以
下
、
引
用
文
中
に
筆
者
が
語
句
を
補
う
際
は
、
亀
甲
括
弧
を
用
い
る
。

⑤
宮
川
善
造
「
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
地
方
の
景
観
」
(
小
川
琢
治
博
士
還
暦
祝

賀
会
編
『
小
川
博
士
還
暦
祝
賀
史
学
地
理
学
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三

O

年
)
五
八
三
j
五
九
九
頁
。
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⑥
宮
川
善
造
「
温
泉
緊
落
研
究
(
第
一
報
)
|
|
浅
瀬
石
川
流
域
に
於
け
る

|
|
」
、
地
理
論
叢
、
入
輯
、
一
九
三
六
年
、
三
石
j
二
四
八
頁
。

⑦
「
棄
報
」
、
史
林
、
二

O
巻
一
口
方
、
一
九
三
五
年
、
二
一
五
頁
。

⑧
前
掲
注
③
、
二
頁
。

⑨
中
西
利
八
編
『
第
三
版
満
洲
紳
士
録
』
満
蒙
資
料
協
会
、
一
九
四
O
年
、
五

O
四
頁
。

⑩
宮
川
善
造
「
田
中
舘
先
生
の
思
い
出
」
(
田
中
舘
秀
三
業
績
刊
行
会
編
『
田
中

舘
秀
コ
丁
|
業
績
と
追
憶
|
|
』
世
界
文
庫
、
一
九
七
五
年
)
一
ム
ハ
j

一
七
頁
。

⑪
宮
川
善
造
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
秘
密
」
、
地
理
、
三
巻
五
号
、
一
九
五
八
年
、
七

一
1
七
二
頁
。

⑫
一
章
注
⑫
鈴
木
、
九
人
頁
。

⑬
前
掲
注
③
、
一
(
よ
一
頁
。
建
大
行
き
の
話
は
、
宮
川
の
一
年
後
輩
で
あ
り
、
当

時
満
鉄
東
京
支
社
調
査
室
に
い
た
太
田
喜
久
雄
の
元
に
も
来
て
い
た
が
、
彼
は
入

社
早
々
で
あ
っ
た
の
で
断
っ
た
と
い
う
。
太
田
喜
久
雄
「
紙
上
参
加
つ
己
(
先

学
を
語
る
小
川
琢
治
博
士
)
」
、
東
方
学
、
五
四
輯
、
一
九
七
七
年
、
一
七
八
頁
。

⑬
一
章
注
@
宮
川
ほ
か
、
八

1
九
頁
。

⑮
安
福
種
夫
[
一
九
三
八
年
]
「
師
の
恩
・
友
の
情
」
(
『
歓
喜
嶺
逼
か
(
下
)
』
、
一

九
九
一
年
)
一
八
三
頁
。

⑮
前
掲
注
③
、
三
頁
。

⑫
前
掲
注
③
、
三
頁
。
宮
川
の
御
子
息
で
あ
る
泰
夫
氏
(
九
州
大
学
名
誉
教
授
)

に
よ
れ
ば
、
宮
川
は
作
田
を
「
人
生
の
師
」
と
し
て
仰
ぎ
、
戦
後
も
絶
え
ず
京
都

の
作
田
を
訪
ね
た
と
い
う
。
宮
川
泰
夫
「
や
わ
ら
ぎ
・
む
す
び
・
ひ
ら
き

l
i興

文
院
秀
峰
善
道
居
士
の
思
い
出

l
l」
、
八
旗
(
建
大
七
・
八
期
生
会
報
)
、
一

O

号
、
一
九
八
八
年
、
三
二
頁
。
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)

⑬
宮
川
善
造
「
満
洲
国
家
地
理
序
説
」
、
地
理
論
叢
、
一
一
輯
、

七
j
二
六
頁
。

⑮
前
掲
注
③
、
三
頁
。

@
一
章
注
@
宮
川
ほ
か
、
九

1
一
O
頁。

@
国
務
院
総
務
庁
統
計
処
・
建
国
大
学
研
究
院
図
表
班
編
『
満
洲
帝
国
国
勢
図
表

康
徳
七
年
版
』
国
務
院
総
務
庁
統
計
処
、
一
九
四
一
年
。

⑫
前
掲
注
⑬
。
論
文
の
末
尾
に
、
「
康
徳
七
年
〔
一
九
四

O
年
〕
九
月
七
日
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

@
小
田
内
通
敏
『
国
土
計
画
序
論
」
謄
写
版
、
一
九
四
一
年
、
五
頁
(
東
洋
文
庫

所
蔵
)
。

@
宮
川
善
造
「
わ
が
国
土
の
地
位
」
、
建
国
大
学
研
究
院
研
究
期
報
、
一
輯
、
一

九
四
一
年
、
一
五
九
j
一
二
八
頁
。

@
宮
川
善
造
「
人
口
統
計
よ
り
見
た
る
満
洲
国
の
縁
族
複
合
状
態
(
各
班
研
究
報

告
第
六
号
(
国
民
構
成
研
究
班
)
)
」
建
国
大
学
研
究
院
、
一
九
四
O
年。

@
前
掲
注
@
、
一

0
1
一
一
頁
。

@
宮
川
善
造
ほ
か
「
(
座
談
会
)
国
民
編
成
の
問
題
」
、
喜
文
、
一
巻
七
号
、
一
九

四
二
年
、
七
四

1
九
三
頁
。

⑫
伊
藤
博
「
満
洲
国
民
の
性
別
構
成
」
、
建
国
大
学
研
究
院
研
究
期
報
、
五
輯
、

一
九
四
三
年
、
二
二
七
j
三
O
三
頁
。

@
宮
川
善
造
「
国
土
」
(
満
洲
帝
国
政
府
編
『
満
洲
建
国
十
年
史
』
原
書
房
、
一

九
六
九
年
)
三
九

1
四
六
頁
。

@
前
掲
注
@
、
四
五
j
四
六
頁
。

一
九
四

O
年、

(777) 85 



第
三
章

宮
川
に
よ
る
「
満
洲
の
地
政
学
」
の
提
唱
と
そ
の
主
張

(778) 86 

第
一
節

宮
川
の
地
政
学
的
世
界
観
|
|
l
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
お
よ
び
「
満
洲
国
」
の
地
位
に
つ
い
て
|
|

①
 

一
九
四
一
年
五
月
か
ら
一
九
四
三
年
一

O
月
ま
で
、
地
政
学
に
関
連
す
る
論
文
を
次
々
と
発
表
し
た
。
本
章
で
は
、
地
政
学
を
タ

②
 

イ
ト
ル
に
掲
げ
、
か
つ
最
も
遅
い
時
点
で
発
表
さ
れ
た
「
大
東
亜
地
政
学
と
満
洲
の
地
位
」
を
詳
し
く
検
討
す
る
(
以
下
、
同
論
文
か
ら
の
引
用

宮
川
は
、

は
注
記
せ
ず
、
本
文
中
に
頁
数
を
一
不
す
)
。
新
京
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
嚢
文
|
|
満
洲
文
化
綜
合
雑
誌
|
|
』
誌
掲
載
の
同
論
文
は
、
「
大
東
亜
」

の
範
囲
・
構
造
と
そ
の
中
に
お
け
る
「
満
洲
国
」
の
地
位
に
つ
い
て
地
政
学
的
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

お
よ
び
「
満
洲
国
」
の
地
位
に
関
す
る
彼
の
地
政
学
的
世
界
観
を
検
討
し
よ
う
。

彼
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
「
大
東
亜
と
い
ふ
広
大
な
る
地
域
に
立
脚
す
る
新
生
の
ア
ジ
ア
諸
国
が
、
弥
栄
を
共
に
す
べ
く
皇
国
を
中
核
園
、

欝
導
固
と
し
て
結
成
し
ゅ
く
国
家
結
合
体
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
(
九
頁
)
。
そ
し
て
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
「
基
盤
」
と
さ
れ
る
「
大
東

亜
の
範
囲
」
に
つ
い
て
は
、
「
大
東
亜
は
日
本
を
中
心
と
し
て
開
展
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
知
何
な
る
範
囲
に
ま
で
及
ぶ
べ
き

か
に
就
て
は
明
か
で
な
い
」
(
一

O
頁
)
の
で
、
宮
川
は
次
の
よ
う
な
「
地
理
的
限
界
」
を
想
定
し
て
い
た
。

大
東
亜
は
:
:
:
大
陸
ア
ジ
ア
の
東
半
で
は
な
く
、
東
京
都
を
中
心
と
す
る
広
大
な
る
洋
陸
ア
ジ
ア
で
あ
っ
て
、
こ
の
中
心
に
立
っ
て
描
か
れ
た
三
つ
の
同
心

円
は
凡
そ
こ
の
範
囲
と
配
列
を
示
す
:
:
:
即
ち
大
東
亜
の
内
核
圏
に
は
日
本
、
満
洲
、
支
那
の
地
が
あ
り
、
中
間
圏
に
は
タ
イ
、
ピ
ル
マ
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
安
南
、
蒙
古
、
極
東
シ
ベ
リ
ヤ
が
並
び
、
外
郭
圏
に
は
印
度
、
濠
洲
、
ハ
ワ
イ
、
ア
リ
ュ

l
シ
ャ
ン
、
東
部
シ
ベ
リ
ヤ
、
新
彊
、
西
蔵
が

入
る
(
一
二
頁
)
。



彼
に
従
う
と
、
「
大
東
亜
」
の
東
西
は
お
よ
そ
西
経
一
五
五
度
か
ら
東
経
一
四

O
度
の
東
京
を
経
て
東
経
七
五
度
あ
た
り
ま
で
、
南
北
は
お
よ

そ
南
緯
二

O
度
か
ら
北
緯
三
五
度
の
東
京
を
経
て
北
緯
六
O
度
あ
た
り
ま
で
と
な
る
。

こ
う
考
え
る
彼
は
、
東
経
九
五
度
の
子
午
線
に
注
目
す
る
。
こ
の
線
は
「
地
政
学
上
よ
り
も
注
目
す
べ
き
線
で
あ
っ
て
、
北
方
内
陸
を
東
進

南
下
せ
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
も
、
南
方
海
上
を
東
進
北
上
せ
る
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
も
、
こ
れ
を
界
と
し
て
西
側
に
著
し
く
強
く
、
東
側
は
甚
だ
し

く
弱
い
」
。
そ
こ
で
、
「
こ
の
子
午
線
は
ア
ジ
ア
を
圧
略
す
る
西
力
の
地
政
学
的
断
層
崖
又
は
爆
布
線
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、
「
ア
ジ

ア
の
復
興
の
た
め
に
は
こ
の
線
を
越
え
て
そ
の
西
側
に
進
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
た
(
二

1
一
二
頁
)
。

し
た
が
っ
て
、
「
ハ
ウ
ス
ホ
l
フ
ァ

l

民
・
出
m
g
g砂
乙
及
び
そ
の
亜
流
の
地
政
学
者
」
の
「
季
節
風
地
域
に
於
け
る
風
土
、
資
源
、
生
活

文
化
の
共
有
よ
り
し
て
之
を
地
理
的
運
命
共
同
体
な
り
と
説
き
、
ま
た
印
度
洋
斜
面
と
太
平
洋
斜
面
と
の
不
可
分
を
主
張
し
て
、
大
東
亜
の
範

囲
を
専
ら
こ
こ
に
限
定
せ
ん
」
と
い
う
主
張
は
、
彼
に
は
到
底
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
(
二
ニ
j

一
四
頁
)
。
さ
ら
に
、
「
満
洲
国
」
の

立
場
か
ら
も
、
彼
は
「
ハ
ウ
ス
ホ
i
フ
ァ

l
及
び
そ
の
亜
流
の
地
政
学
者
」
の
説
を
次
の
よ
う
に
退
け
る
。

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

斯
か
る
地
政
論
は
海
島
国
日
本
に
於
て
は
特
に
共
栄
圏
の
南
方
開
展
の
現
段
階
に
際
し
、
ま
こ
と
に
受
け
容
れ
易
い
説
で
は
あ
ら
う
が
、
満
洲
に
国
を
建
て

る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
眉
唾
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
わ
れ
わ
れ
と
て
も
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
る
風
土
的
特
徴
が
共
栄
圏
結
成
の
有
利

な
る
地
盤
た
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
乍
ら
大
東
亜
な
る
生
活
地
域
を
モ
ン
ス
ー
ン
な
る
一
つ
の
景
観
地
域
に
束
縛
せ
ん
と
す
る
近
世
地

理
学
的
誤
謬
:
:
:
を
指
摘
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
(
二
ニ
1
一
四
頁
)
。

こ
の
よ
う
な
「
大
東
亜
」
の
範
囲
に
関
す
る
考
え
を
示
し
た
後
、
彼
は
「
大
東
亜
」
を
地
政
学
的
に
考
察
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
な
「
大

東
亜
」
で
あ
っ
て
も
、
「
政
治
運
営
の
実
際
生
活
を
通
し
て
」
の
み
で
な
く
、
「
低
く
は
種
族
、
風
土
、
文
化
其
他
を
共
有
す
る
基
盤
に
支
へ
ら

(779) 

れ
、
高
く
は
道
義
、
運
命
、
使
命
を
共
有
す
る
旗
臓
に
導
か
れ
て
」
結
び
つ
き
は
「
愈
々
強
ま
っ
て
ゆ
く
」
。
「
然
も
そ
の
結
合
は
表
面
は
法
律

87 



的
形
式
を
採
る
と
も
、
内
実
は
肉
親
的
関
係
を
以
て
一
家
の
如
く
親
し
み
、
且
又
、
親
子
長
幼
の
秩
序
を
保
つ
」
と
彼
は
い
う
(
一
O
頁
)
。
そ

(780) 

こ
で
、
「
大
東
亜
は
ま
こ
と
に
天
賦
の
楽
土
で
あ
」
り
、
「
こ
の
恵
ま
れ
た
地
に
住
む
十
億
の
国
民
の
心
を
一
つ
に
結
ん
で
、
こ
れ
が
錬
成
教
化

88 

に
努
め
、
富
源
の
開
発
増
産
を
計
り
、
防
衛
力
の
拡
充
強
化
に
進
む
な
ら
ば
、
当
来
す
る
欧
米
の
二
広
域
を
ば
、
大
東
亜
を
核
と
す
る
円
周
の

上
を
回
転
せ
し
め
て
世
界
の
統
一
を
成
就
す
る
こ
と
も
不
可
能
事
で
は
な
い
」
と
、
彼
は
強
く
主
張
し
た
(
一
四
頁
)
。

彼
の
考
え
で
は
、
世
界
は
ま
ず
「
大
東
亜
」
、
「
欧
洲
」
、
「
ア
メ
リ
カ
」
の
三
つ
の
「
広
域
」
へ
と
編
成
さ
れ
、
結
局
は
「
大
東
亜
圏
」
を
核

と
し
て
他
の
二
つ
の
「
広
域
」
も
秩
序
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
(
一
四
頁
)
。
彼
の
い
う
「
広
域
」
は
、
直
訳
す
れ
ば
グ
ロ

l
ス
ラ
ウ
ム

(
の
円

o
p
g
己
目
)
だ
が
、
む
し
ろ
ハ
ウ
ス
ホ
l
フ
ァ
ー
に
よ
る
パ
ン
リ
ー
ジ
ョ
ン

(
T
S
B柱。ロ
ω)

の
考
え
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

③
 

ハ
ウ
ス
ホ
1
フ
ァ

l
が
ソ
連
に
一
つ
の
パ
ン
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
割
り
当
て
、
日
独
ソ
の
大
陸
ブ
ロ
ッ
ク
を
築
く
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
と
は
異
な

り
、
宮
川
は
ソ
連
と
い
う
存
在
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
「
ハ
ウ
ス
ホ
I
フ
ァ

I
及
び
そ
の
亜
流
の
地
政
学
者
」
が
「
地
政
理
論
は

国
本
を
も
超
越
す
と
て
日
独
ソ
三
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
説
く
」
こ
と
は
「
政
策
的
誤
謬
」
で
あ
る
と
述
べ
、
日
独
ソ
大
陸
ブ
ロ
ッ
ク
論
に
真
っ
向
か

ら
反
対
し
た
(
一
三
1
一
四
頁
)
。
「
赤
き
社
会
科
学
」
に
基
づ
く
ソ
連
と
「
八
紘
為
宇
」
に
基
づ
く
「
大
日
本
帝
国
」
は
相
容
れ
な
い
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
(
五
頁
)
。

次
に
、
「
大
東
亜
」
に
お
け
る
「
満
洲
国
」
の
地
位
に
つ
い
て
の
宮
川
の
考
え
を
検
討
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
「
満
洲
国
」
は
「
大
東
亜
共
栄

圏
の
欝
導
国
と
し
て
新
な
る
時
代
の
先
頭
を
進
む
日
本
に
次
で
、
新
生
の
共
栄
国
家
と
し
て
は
先
進
的
位
置
を
占
め
」
、
そ
の
地
位
は
、
「
大
陸

側
」
を
代
表
し
、
「
海
洋
側
」
の
代
表
で
あ
る
「
内
地
」
と
の
「
一
体
不
可
分
」
の
関
係
を
構
築
し
、
「
ア
ジ
ア
大
陸
と
太
平
洋
と
を
堅
く
結

ぶ
」
こ
と
だ
と
い
う
(
一
四
j

一
五
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
「
大
陸
満
洲
と
海
島
日
本
と
が
、
一
体
不
可
分
、
死
生
存
亡
断
じ
て
分
携
せ
ざ
る
す
が

た
は
、
大
東
亜
の
心
核
、
進
ん
で
は
世
界
の
心
核
の
地
盤
た
る
に
相
応
は
し
い
立
体
的
地
相
を
も
つ
も
の
」
と
考
え
て
い
た
(
一
六
頁
)
。

「
満
洲
国
」
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
別
の
論
文
で
よ
り
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。



天
照
大
神
の
神
麻
と

天
皇
陛
下
の
保
佑
と
に
よ
っ
て
建
国
せ
ら
れ
、
国
本
は
惟
神
の
道
に
由
っ
て
実
れ
る
満
洲
国
は
、
そ
の
国
民
を
陽
化
(
惟
神
族
化
)

す
る
に
止
ら
ず
、
そ
の
国
土
を
以
て
親
邦
日
本
国
土
の
海
島
的
構
造
を
補
ひ
、
斯
く
し
て
成
る
べ
き
世
界
の
中
核
に
大
陸
的
部
分
を
加
へ
て
之
を
立
体
化
す

④
 

ベ
く
進
ん
で
ゆ
く
:
:
:
当
来
の
道
義
世
界
に
於
け
る
満
洲
国
の
地
理
的
位
置
は
実
に
こ
、
に
あ
り
。

つ
ま
り
、
「
海
島
的
構
造
」
の
「
内
地
」
に
欠
如
す
る
「
大
陸
的
」
な
要
素
を
補
い
、
「
世
界
の
中
核
」
で
あ
る
「
大
東
亜
」
を
「
立
体
化
」
す

る
こ
と
が
、
彼
の
考
え
る
「
満
洲
国
」
の
地
位
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
に
も
「
満
洲
国
」
は
、
ソ
連
の
「
赤
色
思
想
」
の
侵
入
を
防
ぐ
「
北
辺
鎮
護
」
の
役
割
(
一
六
頁
)
や
、
「
日
本
に
発
源

⑤
 

す
る
興
亜
活
動
の
大
陸
的
拠
城
」
の
役
割
を
も
担
う
と
い
う
。
こ
う
し
た
宮
川
の
地
政
学
的
世
界
観
は
、
論
文
「
わ
が
国
土
の
地
位
」
へ
の
挿

図
「
東
亜
へ
の
西
力
圧
略
線
」
(
図
二
)
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

図2 宮川の地政学的世界観
宮川善造「わが国土の地位J.建国大学研究院研究期報. 1 
輯. 1941年.214頁の第五図「東亜の西力圧略線」を基に筆
者作成。

第
二
節

「
満
洲
の
地
政
学
」
の
提
唱

こ
の
よ
う
な
地
政
学
的
世
界
観
を
持
つ
宮
川
は
、
「
満
洲
国
」
の
立
場
か
ら

「
満
洲
の
地
政
学
」
を
提
唱
す
る
に
至
る
。
宮
川
に
よ
る
と
、
当
時
「
流
行
の
地

政
学
」
は
「
百
花
捺
乱
た
る
有
様
」
だ
が
、
「
概
ね
次
の
三
種
に
括
り
得
る
」
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
翻
訳
地
政
学
書
」
、
「
日
本
地
政
学
の
創
始
を
叫
び
、
東
亜

地
政
学
の
構
想
を
唱
ふ
る
も
の
」
、
「
満
洲
の
地
政
学
」
の
三
つ
で
あ
る
(
五
1
七

頁
)
。
そ
し
て
、
前
二
者
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。
第
一
の
「
翻
訳
地
政
学
書
」

に
分
類
さ
れ
る
地
政
学
的
著
作
は
、
ド
イ
ツ
の
地
政
学
が
有
し
て
い
た
「
主
体
性

(781) 

と
実
践
性
」
を
失
い
、
「
ハ
ウ
ス
ホ
l
フ
ァ

l
の
「
大
東
亜
は
季
節
風
地
域
と
一

89 



致
す
」
と
の
説
や
、
「
日
独
蘇
三
国
は
大
陸
ブ
ロ
ッ
ク
を
結
成
す
べ
し
」
と
の
論
を
無
批
判
に
流
布
し
て
思
想
的
バ
チ
ル
ス
を
ま
き
散
ら
し
た
」
。

一
方
、
第
二
の
地
政
学
は
、
「
当
面
の
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
任
務
に
負
ふ
に
足
る
と
こ
ろ
の
地
政
学
を
生
み
出
さ
ん
と
努
力
す
る
も
の
」
で

(782) 90 

あ
り
、
「
失
は
れ
た
る
主
体
性
と
忘
れ
ら
れ
た
る
実
践
性
と
を
取
り
戻
す
べ
く
真
撃
な
る
努
力
を
重
ね
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
:
:
:
皇
道
を
磐

す
あ
ま
り
学
的
足
場
を
離
れ
:
:
:
地
政
学
の
科
学
的
貧
困
を
か
こ
ち
、
地
政
論
を
続
け
て
居
る
」
と
い
う
(
五
j
七
頁
)
。
第
一
の
地
政
学
批
判

一
九
四
一
年
十
一
月
設
立
の
日
本
地
政
学
協
会
に
集
っ
た
地
政
学
者
、
第
二
の
地
政
学
批
判
は
、
京
大
の
小
牧
実
繁
が
主
唱
し
た
「
日
本

lま地
政
学
」
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
牧
の
「
日
本
地
政
学
」
は
、
「
皇
道
」
を
指
導
理
念
と
し
、
日
本
の
主
体
性
を
重

ん
じ
る
日
本
独
自
の
地
政
学
で
あ
り
、
日
本
の
対
外
進
出
を
正
当
化
す
る
理
論
で
あ
っ
向
。

こ
の
よ
う
に
彼
は
前
二
者
を
批
判
し
、
第
三
の
地
政
学
と
し
て
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
は
、
「
地
政
論
の
過
剰
に
も
拘
ら

ず
地
政
学
の
貧
困
な
る
事
実
は
、
深
く
は
哲
学
の
貧
困
に
基
く
」
た
め
、
「
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
」
と
し
て
作
田
提
唱
の
「
満
洲
国
の

学
問
」
、

つ
ま
り
「
主
体
的
な
る
が
故
に
科
学
で
あ
り
、
実
践
的
な
る
が
故
に
科
学
な
り
と
す
る
現
代
の
学
問
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た

(
七
頁
)
0

「
地
政
学
の
研
究
対
象
は
自
然
運
動
を
続
け
る
単
な
る
地
物
や
社
会
現
象
で
は
な
く
、
音
山
志
活
動
す
る
生
活
主
体
の
生
活
内
容
と
し
て
包
含

さ
れ
た
地
盤
で
あ
る
」
た
め
、
「
満
洲
の
地
政
学
」
に
は
「
研
究
者
の
立
場
を
没
却
し
た
所
謂
客
観
的
考
察
の
み
」
で
は
な
く
、
「
現
代
科
学
の

特
質
た
る
立
場
」
で
あ
る
「
研
究
主
体
の
意
志
と
研
究
客
体
の
意
志
と
の
一
致
が
要
求
さ
れ
る
」
。
そ
こ
で
、
「
満
州
の
地
政
学
」
は
「
満
洲
国

の
国
心
を
以
て
:
:
:
研
究
が
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
彼
は
い
う
(
七
1
八
頁
)
。
「
満
洲
国
の
国
心
」
と
は
、
「
満
洲
国
を
創
建
し
、
こ
れ

を
維
持
し
て
行
く
具
体
的
な
力
即
ち
建
国
の
原
理
と
満
洲
国
の
志
向
の
基
本
的
規
範
と
し
て
国
運
を
導
く
力
即
ち
建
国
の
本
義
と
を
内
容
と
す

⑦
 

る
」
も
の
だ
っ
た
。
以
上
が
「
大
東
亜
地
政
学
と
満
洲
の
地
位
」
の
主
な
内
容
だ
が
、
こ
こ
か
ら
宮
川
が
「
満
洲
国
」
の
立
場
か
ら
の
地
政
学

論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
彼
の
地
政
学
が
「
内
地
」
と
異
な
る
立
場
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
主
張
内
容
が

彼
の
批
判
し
た
「
日
本
地
政
学
」
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
宮
川
の
「
満
洲
の
地
政



学
」
と
彼
の
批
判
し
た
小
牧
の
「
日
本
地
政
学
」
を
比
較
し
、
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
節

「
満
洲
の
地
政
学
」
と
「
日
本
地
政
学
」

「
満
洲
の
地
政
学
」
と
「
日
本
地
政
学
」
の
差
異
を
考
え
る
際
、

の
問
題
」
と
い
う
宮
川
の
口
頭
発
動
は
、

一
九
四
O
年
十
二
月
の
京
大
地
理
学
談
話
会
大
会
に
お
け
る
「
政
治
地
理

一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
当
時
、
京
大
地
理
学
教
室
の
学
生
だ
っ
た
河
野
通
博
は
、
そ

の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

宮
川
善
造
先
輩
が
地
理
学
談
話
会
の
例
会
で
地
理
学
の
理
論
的
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
西
田
哲
学
に
依
拠
す
る
地
理
学
の
建
設
を

説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
:
:
:
私
に
は
面
白
い
お
話
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
小
牧
先
生
に
は
御
気
に
召
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
座
が
白
け
て
し
ま
っ
た
の
を

⑨
 

覚
え
て
い
る
。

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

つ
ま
り
、
宮
川
が
「
西
田
哲
学
に
依
拠
す
る
地
理
学
の
建
設
」
を
説
い
た
た
め
、
小
牧
が
不
機
嫌
に
な
り
、
場
が
白
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
九
四
O
年
の
論
対
は
、
作
田
の
「
満
洲
国
学
」
の
影
響
の
下
に
執
筆
さ
れ

し
か
し
、
学
生
時
代
に
は
西
田
哲
学
に
凝
っ
て
い
た
宮
川
だ
が
、

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
河
野
の
回
想
は
、
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
内
地
」
の
立
場
か
ら
新
し
い
地
理
学
と

⑬
 

し
て
「
日
本
地
政
学
」
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
小
牧
に
と
っ
て
、
「
満
洲
国
」
の
立
場
か
ら
同
じ
試
み
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
宮
川
の
発

表
は
、
不
愉
快
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宮
川
が
「
西
田
哲
学
に
依
拠
し
た
地
理
学
」
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
の
是
非

は
さ
て
お
き
、
河
野
の
回
想
は
、
小
牧
と
宮
川
の
方
向
性
の
違
い
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
日
本
地
政
学
」
に
対
す
る
宮
川
の
考
え
は
、
「
失
は
れ
た
る
主
体
性
と
忘
れ
ら
れ
た
る
実
践
性
を
取
り

(783) 

戻
す
べ
く
真
撃
な
る
努
力
を
重
ね
て
居
る
」
こ
と
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
一
方
で
、
「
皇
道
を
臨
調
す
あ
ま
り
学
的
足
場
を
離
れ
」
て
「
科
学
的
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貧
困
」
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
(
六
j
七
頁
)
。
こ
う
し
た
批
判
の
上
に
宮
川
が
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る

(784) 

か
ら
、
宮
川
と
小
牧
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
す
る
地
政
学
に
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
宮
川
が
「
満
洲
の
地
政
学
」
と
し
て
展
開
し
た
主
張
を
注
意
深
く
見
直
す
と
、
両
者
に
大
差
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

92 

つ
ま

り
、
確
か
に
彼
は
「
満
洲
国
」
の
立
場
に
基
づ
く
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
提
唱
し
、
そ
の
立
場
か
ら
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
や
そ
の
建
設
に
お
け

る
「
満
洲
国
」
の
地
位
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
主
張
内
容
は
、
「
満
洲
国
」
の
地
位
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
見
解
を
除
け
ば
、
「
内

地
」
側
の
論
理
と
み
な
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
特
に
他
者
か
ら
み
た
場
合
、
二
つ
の
地
政
学
の
差
異
は
、
宮
川
と
小
牧

が
考
え
る
ほ
ど
明
確
に
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
満
洲
国
は
日
本
と
建
国
の
元
神
〔
天
照
大
神
〕
を
同
じ
う
し
、

一
体
的
精
神
と
、
協
同
的
防
衛
と
、
融
合
的
経
済
と
を
も
っ
自
立
国
で
あ
っ
て
、
日
本
を
中
核
と
し
て
今
後
ア
ジ
ア
に
展
開
さ
る
べ
き
興
亜
建

⑫
 

業
の
大
陸
的
拠
点
で
あ
る
」
と
い
う
、
宮
川
に
よ
る
「
満
洲
国
」
の
「
属
国
」
的
な
位
置
づ
け
と
無
関
係
で
は
な
い
。
も
し
彼
が
形
式
上
「
独

立
国
」
で
あ
っ
た
「
満
洲
国
」
の
立
場
を
よ
り
重
視
し
て
い
た
な
ら
ば
、
「
満
洲
の
地
政
学
」
に
は
別
の
形
が
あ
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
に
宮
川
の
提
唱
す
る
「
満
洲
の
地
政
学
」
の
限
界
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
章
で
は
、
宮
川
ら
が
建
大
で
い
か
な
る
地
理
教
育
を
し
、
そ
れ
が
い
か
に
受
け
と
ら
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

①
二
章
注
@
お
よ
び
宮
川
善
造
「
陸
・
海
・
空
」
、
建
国
大
学
研
究
院
月
報
、
一

一
号
、
一
九
四
一
年
、
一

1
二
頁
。
同
「
世
界
秩
序
の
地
理
的
動
向
」
、
建
国
大

学
研
究
院
月
報
、
二
四
号
、
一
九
四
二
年
、
一
子
)
四
頁
。
同
『
世
界
秩
序
の
地
理

的
動
向
(
新
秩
序
建
設
叢
書
第
十
一
冊
)
」
満
洲
帝
国
協
和
会
建
国
大
学
分
会
出

版
部
、
一
九
四
三
年
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)
。
同
「
大
東
亜
地
政
学
と
満
洲

の
地
位
」
、
塞
文
、
二
巻
一

O
号
、
一
九
四
三
年
、
五

1
一
六
頁
。

②
前
掲
注
①
宮
川
「
大
東
亜
地
政
学
と
満
洲
の
地
位
」
。

③
ハ
ウ
ス
ホ
l
フ
ァ

l

(
小
林
良
正
訳
)
『
大
陸
ブ
ロ
ッ
ク
論
』
太
平
洋
協
会
、

一
九
四
二
年
。
』
・

O-FozmE宮
自
己
国
・
〈
自
門
目
白
巧

gSPE--tg]

m
o
o
m
s
Z吋
O
同

日

u
g
B阻
0
5・
c
m
o
h
司
も
E
h
Q
N
勾

S
N
S・
g
・
5
c
c噂
B
H
I
N
C
・

④
前
掲
注
①
宮
川
「
世
界
秩
序
の
地
理
的
動
向
」
、
四
頁
。

⑤
二
章
注
@
、
一
一
一
一
一
頁
。

⑥
一
章
注
⑦
。

⑦
二
章
注
⑬
、
二
一
頁
。

③
「
葉
報
」
、
史
林
、
二
六
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
、
一
人
三
頁
。

⑨
河
野
通
博
「
地
理
教
室
の
追
憶
」
、
京
都
大
学
地
理
学
談
話
会
会
報
、
人
号
、

一
九
九
七
年
、
六
頁
。

⑩
二
章
注
⑬
⑮
。



⑪ 

一
章
注
⑦
柴
田
「
小
牧
実
繁
の
「
日
本
地
政
学
」
と
そ
の
思
想
的
確
立
」
。

⑫ 

二
章
注
⑬
、
二
二
頁

第
四
章

建
国
大
学
に
お
け
る
宮
川
の
教
育
活
動

第
一
節

地
理
教
育
の
位
置
づ
け

ま
ず
、
建
大
に
お
け
る
地
理
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
康
徳
八
(
一
九
四
ご
年
度
の
『
要
覧
』
に
よ
れ
ば
、

前
期
課
程
(
三
年
)
に
お
い
て
、
「
地
理
一
」
と
い
う
講
義
は
必
修
で
あ
っ
た
。
三
年
間
で
「
地
理
」
は
一
一
一
一

0
時
間
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、

学
科
科
目
の
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
語
学
を
除
く
と
、
歴
史
つ
三

δ
時
間
、

二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
次
に
時
間
数
が
多
か
っ
た
。
同

年
度
の
「
内
地
」
の
大
学
予
科
に
当
た
る
第
三
高
等
学
校
文
科
の
場
合
、
歴
史
が
三
年
を
通
じ
て
開
講
さ
れ
学
科
科
目
の
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を

①
 

占
め
る
の
に
対
し
、
地
理
は
第
一
学
年
の
み
の
科
目
で
、
時
間
数
も
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
「
内
地
」
の
大
学
予
科

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

教
育
に
比
べ
、
建
大
で
は
地
理
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
政
治
・
経
済
・
文
教
の
三
つ
の
専
攻
学
科
に
分
か
れ
る
後
期
課
程
(
三
年
)
で
は
、
各
学
科
に
一
般
科
目
と
専
門
科
目
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
地
理
学
の
講
義
は
、

一
般
科
目
の
中
に
お
か
れ
、
各
学
科
に
対
応
し
た
「
政
治
地
理
」
、
「
経
済
地
理
」
、
「
文
教
地
理
」
と
い
う
講
義

が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
後
期
課
程
の
学
生
は
、
専
攻
学
科
以
外
に
哲
学
、
史
学
、
文
学
な
ど
を
内
容
と
す
る
基
礎
学
科
の
講
義
も
受
け
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
「
地
理
学
」
の
講
義
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
理
学
の
講
義
は
、
前
期
・
後
期
共
に
必
修
科
目
で
あ
っ
た
。

各
講
義
の
開
講
状
況
と
そ
の
担
当
者
を
、
表
一
に
ま
と
め
た
。
こ
こ
か
ら
前
期
課
程
の
「
地
理
」
が
毎
年
開
講
さ
れ
、
担
当
者
が
専
任
の
宮

川
、
伊
藤
、
浅
井
の
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
四
一
年
以
降
、
宮
川
か
ら
伊
藤
と
浅
井
へ
担
当
者
が
変
わ
っ
た
理
由
は
、
そ
れ
ま

(785) 

で
前
期
課
程
の
「
地
理
」
を
担
当
し
て
い
た
宮
川
が
、
後
期
課
程
の
講
義
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
第
三
節
で
言

及
す
る
学
生
の
回
想
に
よ
る
と
、
宮
川
は
一
九
四
一
年
以
降
も
「
地
理
」
を
担
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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建国大学における地理学の講義

年度 前期課程 後期課程

1938 地理(宮川)

1939 地理(宮川)

1940 地理(宮JII)

1941 地理(伊藤、浅井) 地理学(小田内)、政治地理(宮JIl)、経済地理(向井)

1942 地理(伊藤、浅井)
地人論(小牧)、政治地理(宮J11)、文教地理(宮JII)、経済地理(向
井)

1943 地理(伊藤、浅井) 政治地理(宮川)、文教地理(宮JlI)、経済地理(向井)

1944 地理(伊藤、浅井)
地理学(宮JII)、政治地理(宮J11)、文教地理(宮JII)、世界地理(宮
川)、経済地理(向井)

表1

後
期
課
程
で
は
、
ま
ず
、
専
攻
学
科
の
講
義
の
内
、
「
政
治
地
理
」
、
「
文
教
地
理
」
、
「
世
界

地
理
」
は
専
任
の
宮
川
、
「
経
済
地
理
」
は
専
任
で
経
済
学
を
専
門
と
す
る
向
井
斡
が
担
当
し
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て
い
た
。
ま
た
、

一
九
四
一
年
は
「
政
治
地
理
」
と
「
経
済
地
理
」
の
み
で
あ
っ
た
が
、
翌

年
か
ら
「
文
教
地
理
」
、

一
九
四
四
年
に
「
世
界
地
理
」
が
新
た
に
開
講
さ
れ
た
。
次
に
、
基

礎
学
科
の
中
の
「
地
理
学
」
は
、

一
九
四
一

'l
四
二
年
は
、
兼
務
講
師
の
小
田
内
通
敏
と
小

牧
実
繁
が
担
当
し
、

一
九
四
三
年
は
開
講
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

一
九
四
四
年
は
宮
川
が

担
当
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
宮
川
は
全
年
度
に
わ
た
っ
て
地
理
学
の
講
義
を
担
当
し
て
お
り
、
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彼
の
地
理
教
育
が
検
討
の
中
心
と
な
る
。

第
二
節

地
理
教
育
の
内
容

次
に
、
講
義
で
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
資
料
と
し
て
、
地
理
教
育
の
内
容
を
検
討
す
る
。

③
 

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
建
大
で
は
、
謄
写
版
の
テ
キ
ス
ト
が
学
生
に
配
布
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
理
由
は
、
建
大
の
教
育
が
「
既
成
の
学
問
体
系
を
再
構
築
す
る
試
み
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
と
、
複
数
の
民
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
学
生
の
日
本
語
能
力
の
差
に
配
慮
し
た
た

め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
院
編
集
の
「
新
秩
序
建
設
叢
書
」
も
講
義
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
と
は
い
え
、
前
期
課
程
の
テ
キ
ス
ト
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
下

で
は
、
後
期
課
程
に
お
け
る
地
理
学
の
講
義
内
容
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
宮
川
の
講
義
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

一
九
四
一
年
の
「
政
治
地
理
」
で
使
用
さ
れ

資料

た
謄
写
版
の
テ
キ
ス
ト
『
政
治
地
理

康
徳
八
年
度
後
期
第
一
学
年
」
(
全
一
一
一
頁
)
は
、

九



④
 

四
O
年
の
論
文
「
満
洲
国
家
地
理
序
説
」
を
単
に
短
縮
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
構
成
も
現
代
の
展
開
、
地
理
学
の
現
代
性
、
国
家
地
理

の
概
論
、
満
洲
国
家
地
理
の
研
究
で
あ
り
、
論
文
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
「
新
秩
序
建
設
叢
書
」
の
第
十
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
秩

⑤
 

序
の
地
理
的
動
向
』
も
、
同
じ
く
後
期
課
程
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

⑥
 

二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
前
者
は
、
「
満
洲
国
の
国
心
」
に
即
し
た
「
現
代
科
学
と
し
て
の
地
理
学
」
の
建
設
を
説
き
、
後
者
は
、
「
大

日
本
帝
国
」
を
中
心
と
し
て
世
界
史
の
地
理
的
理
解
を
試
み
、
「
満
洲
国
土
の
地
理
的
位
置
」
を
「
そ
の
国
土
を
以
て
親
邦
日
本
国
土
の
海
島

的
構
造
を
補
ひ
:
:
:
成
る
べ
き
世
界
の
中
核
に
大
陸
的
部
分
を
加
え
て
之
を
立
体
化
す
べ
く
進
ん
で
ゆ
く
」
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
も
の

で
あ
っ
句
。
こ
の
よ
う
に
宮
川
の
講
義
は
、
「
満
洲
国
家
地
理
」
や
「
満
洲
の
地
政
学
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
第
二
・
三
章
で
検
討
し
た

調
査
研
究
が
教
育
内
容
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
「
満
洲
国
」
の
地
理
学
的
な
位
置
づ
け
、
あ
る
い
は
地
政

学
的
世
界
観
の
教
授
が
、
宮
川
の
地
理
教
育
の
内
容
で
あ
っ
た
。

一
期
生
(
一
九
三
八
年
入
学
)
で
政
治
学
科
の
学
生
だ
っ
た
長

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

次
に
、
小
牧
に
よ
る
一
九
四
二
年
の
「
地
理
学
」
の
講
義
内
容
を
検
討
す
る
。

③
 

小
牧
講
師
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
牧
は
「
地
人
論
」
と
題
し
て
「
地
理
学
」
の
講
義
を

野
直
臣
の
ノ

l
ト
に
は
、
「
地
人
論

行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
地
理
学
史
と
自
ら
の
「
日
本
地
政
学
」
の
主
張
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
地
理
学
の
歴
史
か
ら
見
て
地

人
論
に
入
ら
れ
ば
入
ら
う
と
思
ふ
」
と
い
う
ノ
l
ト
冒
頭
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
結
局
、
地
人
論
を
講
じ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
践
性
を
喪
失
し
て
い
く
過
程
と
し
て
地
理
学
史
を
描
き
、
そ
れ
を
回
復
す
る
端
緒
を
ハ
ウ
ス
ホ
l
フ
ァ

I
の
地
政
学
に
求
め
る
も
、
そ
の
批

判
の
上
に
自
ら
の
「
日
本
地
政
学
」
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
講
義
内
容
は
、
小
牧
が
『
日
本
地
政
学
宣
言
』
な
ど
の
著
作
で
繰
り
返
し
述
べ
て

⑨
 

き
た
内
容
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ノ
i
ト
を
み
る
限
り
、
終
始
「
内
地
」
の
立
場
か
ら
展
開
さ
れ
る
小
牧
の
講
義
に
は
、
多
民
族
か
ら

構
成
さ
れ
る
建
大
生
へ
の
配
慮
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
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第
三
節

民
族
別
に
み
る
地
理
教
育
の
受
容
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で
は
、
こ
う
し
た
地
理
教
育
の
内
容
を
、
建
大
生
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
特
に
人
数
の
多
か
っ
た
日
本
人
と
中
国

人
の
受
け
と
り
方
の
違
い
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。
だ
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
一
次
資
料
は
入
手
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
戦
後
出
版
さ
れ

た
回
想
と
建
大
同
窓
会
席
上
で
の
聞
き
取
り
を
資
料
と
す
る
。
当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
は
、
同
時
代
の
受
容
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
点
を
留
意
し
た
上
で
、
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
地
理
教
育
に
関
す
る
一
試
論
と
し
て
検
討
を
進
め
た
い
。

ま
ず
、
日
本
人
学
生
の
受
容
を
検
討
す
る
。
回
想
に
は
、
前
期
課
程
の
「
地
理
」
の
講
義
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
⑩
 

前
期
二
年
次
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
「
三
時
間
目
地
理
、
宮
川
先
生
の
試
験
、
地
理
的
現
代
生
活
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
」
、

一
九
四
一
年
の

一
九
四
二
年
の

前
期
二
年
次
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
「
宮
川
先
生
の
地
理
授
業
、
甚
だ
興
味
わ
く
を
覚
ゆ
。
我
等
を
ひ
と
か
ど
の
智
識
人
と
し
て
講
義
さ
れ
し

⑪
 

如
く
感
ず
。
大
学
生
の
自
覚
出
手
嬉
し
」
、
一
九
四
四
年
の
前
期
三
年
次
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
「
地
理
の
試
験
:
:
:
支
那
の
地
域
構
造
に
鑑
み

⑫
 

新
支
那
建
設
の
方
策
を
述
べ
よ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

年
次
不
明
だ
が
同
じ
く
前
期
課
程
の
「
地
理
」
に
言
及
し
た
回
想
と
し
て
、
「
天
井
を
に
ら
み
な
が
ら
、
お
義
理
に
も
上
手
と
い
え
な
い
大

ざ
っ
ぱ
な
地
図
を
描
き
な
が
ら
、
ソ
連
の
強
大
さ
を
語
る
地
学
の
宮
川
さ
ん
。
:
:
:
先
生
方
の
態
度
は
、
真
を
追
求
す
る
気
迫
に
満
ち
み
ち
て

⑬
 

い
た
」
や
、
「
宮
川
善
造
先
生
は
地
理
を
歯
切
れ
よ
く
明
快
に
講
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
歴
史
は
先
生
の
地
理
学
の
通
り
に
は
進
ま
な

⑬
 

か
っ
た
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
回
想
か
ら
、
表
一
と
は
異
な
り
、

一
九
四
一
年
以
降
も
宮
川
が
前
期
課
程
を
担
当
し
た
可
能
性
が

浮
か
び
上
が
る
。

一
期
生
の
百
々
和
氏
、
村
上
和
夫
氏
(
建
大
時
は
松
崎
)
、
杉
田
憲
治
氏
、
二
期
生
(
一
九
三
九
年
入
学
)
の
松
本
博
一
氏
、

藤
森
孝
一
氏
、
三
期
生
(
一
九
四
O
年
入
学
)
の
奥
村
繁
信
氏
に
、
後
期
課
程
の
講
義
に
つ
い
て
も
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
六
名
に
共
通

聞
き
取
り
で
は
、

す
る
感
想
は
、
宮
川
が
学
生
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
作
田
の
思
想
に
か
な
り
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
地
政
学
に
関
す
る
講
義
を
し
て



い
た
こ
と
、
内
容
が
明
快
か
つ
斬
新
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
奥
村
氏
に
よ
る
と
、
宮
川
は
「
満
洲
の
地
理
」
、
浅
井
は
「
外
モ
ン
ゴ
ル
の
地
理
」
、

伊
藤
は
「
地
理
概
論
」
を
講
義
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

一
九
四
三
年
六
月
の
一
期
生
卒
業
に
際
し
、
地
政
学
に
関
す
る
卒
業
論
文
を
提
出
し
た

者
が
自
身
を
含
め
三
名
い
た
と
政
治
学
科
の
村
上
氏
は
い
う
。
村
上
の
「
大
東
亜
共
栄
建
設
の
地
政
学
的
研
究
」
、
星
野
正
一
の
「
満
洲
国
の

⑮
 

地
政
学
的
考
察
」
、
尾
崎
照
夫
の
「
中
国
東
区
の
地
政
学
的
研
究
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。
い
ず
れ
も
宮
川
の
指
導
の
下
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
。
一
方
、
一
九
四
二
年
の
小
牧
の
講
義
に
つ
い
て
の
感
想
は
芳
し
く
な
い
。
「
面
白
く
な
か
っ
た
」
、
「
皇
国
史
観
に
基
づ
く
も
の
で
閉
口

し
た
」
と
杉
田
氏
は
い
う
。
小
牧
は
「
日
本
人
最
優
秀
」
を
説
き
、
「
中
国
人
か
ら
評
判
が
悪
か
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
人
学
生
の
地
理
教
育
に
対
す
る
受
け
と
り
方
は
、
小
牧
の
講
義
を
除
け
ば
、
好
意
的
な
も
の
で
あ
る
。
作
田
の
思
想
に
基

づ
く
宮
川
の
「
明
快
」
か
っ
「
斬
新
」
な
講
義
は
、
日
本
人
学
生
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
た
。
宮
川
が
説
く
「
満
洲
国
」
の
地
位
は
、
日
本

人
学
生
に
と
っ
て
は
、
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
指
導
の
下
に
地
政
学
的
研
究
と
題
す
る
卒
業
論
文
が
執
筆
さ

れ
た
こ
と
も
、
「
満
洲
の
地
政
学
」
が
日
本
人
学
生
に
与
え
た
影
響
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
方
、
「
日
本
人
最
優
秀
」
を
説
く
小
牧
の
講
義
は
、

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

中
国
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
学
生
か
ら
も
不
評
で
あ
っ
た
。

次
に
、
中
国
入
学
生
の
受
容
を
検
討
す
る
。

一
期
生
で
政
治
学
科
の
子
家
斎
は
、
宮
川
担
当
の
前
期
課
程
の
「
地
理
」
と
後
期
課
程
の
「
地

⑮
 

政
学
」
を
受
講
し
、
「
地
理
」
は
日
本
地
理
、
中
国
地
理
、
世
界
地
理
な
ど
を
内
容
と
す
る
も
の
だ
と
回
想
す
る
。
後
期
課
程
の
地
理
学
の
講

義
を
「
地
政
学
」
だ
と
回
想
す
る
子
の
認
識
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
六
期
生
(
一
九
四
三
年
入
学
)
の
劉
第
謙
は
、
「
偽
建
大
の
奴
隷
化
政
策

は
最
も
明
確
に
、
最
も
突
出
し
て
歴
史
、
地
理
の
課
目
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
特
徴
は
、
史
実
の
歪
曲
、
改
憲
と
史
観
の
絶
対
反
動
で
あ
っ

た
」
と
回
想
す
る
中
で
、
地
政
学
の
観
点
か
ら
「
大
日
本
帝
国
」
に
よ
る
「
満
洲
国
」
建
国
を
正
当
化
す
る
と
い
う
「
強
盗
の
論
理
」
の
教
授

⑫
 

が
、
前
期
課
程
の
「
地
理
」
の
講
義
内
容
で
あ
っ
た
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
八
期
生
(
一
九
四
五
年
入
学
)
の
高
克
は
、
前
期
課
程
の
「
地

理
」
の
講
義
を
次
の
よ
う
に
手
厳
し
く
批
判
し
た
。
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日
中
の
学
生
を
踊
す
た
め
に
、
嘘
の
担
造
、
事
実
の
歪
曲
、
謬
論
の
で
っ
ち
上
げ
は
惜
し
ま
ず
行
わ
れ
、
そ
れ
は
歴
史
と
地
理
の
講
義
と
「
精
神
講
和
」
に

際
立
っ
て
表
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
我
が
国
の
東
北
三
省
は
「
古
来
独
立
し
た
国
で
」
、
「
満
洲
、
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
族
」
の
土
地
で
あ
っ
た
と
か
、
「
九
・

一
人
事
変
」
〔
満
洲
事
変
〕
は
、
「
満
洲
を
赤
色
ソ
連
の
侵
略
か
ら
、
ま
た
英
米
の
野
心
か
ら
守
る
た
め
に
日
本
が
や
む
を
得
ず
出
兵
し
た
も
の
で
あ
る
」
と

⑬
 

い
っ
た
よ
う
に
O
i
-
-
-
こ
う
し
た
謬
論
の
核
心
は
侵
略
が
正
当
だ
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

(790) 98 

こ
の
よ
う
に
中
国
人
学
生
の
地
理
教
育
に
対
す
る
受
け
と
り
方
は
、
日
本
人
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
特
に
地
政
学
的
な
視
点
か
ら
の
地
理

教
育
は
、
精
神
講
和
や
歴
史
教
育
と
共
に
「
奴
隷
化
教
育
」
の
最
た
る
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
。
被
支
配
者
か
ら
す
れ
ば
、
宮
川
ら
の
説

く
「
満
洲
国
」
の
地
位
は
、
「
内
地
」
に
都
合
の
よ
い
「
強
盗
の
論
理
」
と
い
わ
れ
で
も
仕
方
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
宮
川
の
「
満

洲
の
地
政
学
」
の
主
張
は
、
「
満
洲
国
」
の
立
場
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
中
国
人
学
生
か
ら
あ
く
ま
で
「
内
地
」
側
の
論
理
と
み

な
さ
れ
、
大
き
な
反
発
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
日
本
人
と
中
国
人
学
生
の
聞
に
み
ら
れ
る
地
理
教
育
の
受
容
の
差
異
が
、
右
記
の
よ
う
に
対
照
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
支
配
と
被
支

配
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
節
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
こ

こ
で
用
い
た
回
想
は
あ
く
ま
で
戦
後
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
中
国
人
の
回
想
に
は
戦
後
の
政
治
体
制
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考

お
き
た
い
。

え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
右
記
の
議
論
は
あ
く
ま
で
地
理
教
育
の
受
容
に
関
す
る
一
試
論
で
あ
る
こ
と
を
、
本
節
の
終
わ
り
に
再
度
強
調
し
て

①
『
第
三
高
等
学
校
一
覧
(
昭
和
十
六
年
度
)
』
第
三
高
等
学
校
、
一
九
四
二
年
、

四
0
1
四
二
頁
。

②
向
井
は
京
大
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
山
口
高
等
商
業
学
校
教
授
を
経
て
、
建
大

に
着
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
章
注
⑮
宮
沢
、
二
九
三
頁
。

③
一
章
注
⑬
宮
沢
、
二
一

0
1
一
二
六
頁
参
照
。

④
宮
川
善
造
「
政
治
地
理
(
康
徳
八
年
度
後
期
第
一
学
年
)
』
謄
写
版
、

一
年
(
東
洋
文
庫
所
蔵
)
お
よ
び
二
章
注
⑬
。

⑤
コ
一
章
注
①
宮
川
『
世
界
秩
序
の
地
理
的
動
向
』
。

⑥
前
掲
注
④
宮
川
「
政
治
地
理
」
、
一
一
一
頁
。

⑦
三
章
注
①
宮
川
『
世
界
秩
序
の
地
理
的
動
向
』
、
二
O
八
頁
。
米
倉
二
郎
「
宮

九
四



川
善
造
著
「
世
界
秩
序
の
地
理
的
動
向
」
」
、
東
亜
経
済
研
究
、
二
七
巻
二
号
、
一

九
四
三
年
、
一

O
O
頁。

③
長
野
直
臣
[
一
九
三
八
年
]
『
筆
記
ノ

i
ト
」
、
一
九
四
二
年
(
東
洋
文
庫
所

蔵
)

0

⑨
小
牧
実
繁
『
日
本
地
政
学
宣
言
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四

O
年
。
同
『
続
日
本

地
政
学
宣
言
』
白
楊
社
、
一
九
四
二
年
。

⑩
塚
田
恒
徳
[
一
九
四
一
年
]
「
建
大
生
と
し
て
ど
う
生
き
た
か
」
(
『
歓
喜
嶺
逼

か
(
上
)
』
、
一
九
九
一
年
)
二
八
七
頁
。

⑪
鈴
木
博
[
一
九
四
一
年
〕
「
建
大
日
記
か
ら
」
(
『
歓
喜
嶺
逢
か
(
上
)
』
、
一
九

九
一
年
)
二
六
二
頁
。

⑫
小
野
田
宗
之
[
一
九
四
二
年
]
「
自
分
の
手
で
開
封
し
た
遺
書
」
(
『
歓
喜
嶺
造

か
(
上
)
』
、
一
九
九
一
年
)
二
四
九
頁
。

⑬
阿
部
康
男
[
一
九
四
一
年
]
「
雑
感
」
(
「
歓
喜
嶺
逼
か
(
下
)
」
、
一
九
九
一
年
)

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

第
五
章

お

わ

り

七
頁
。

⑭
津
田
章
[
一
九
四
一
年
]
「
歓
喜
嶺
随
想
」
(
『
歓
喜
嶺
逢
か
(
下
)
』
、
一
九
九

一
年
)
一
一
四
頁
。

⑮
一
章
注
⑫
湯
治
、
四
二

0
1
四
二
三
頁
。

⑬
子
家
斎
[
一
九
三
八
年
]
「
偽
満
建
国
大
学
及
其
剖
析
」
(
『
回
憶
偽
満
建
国
大

学
』
、
一
九
九
七
年
)
一
一

1
一一一頁。

⑫
一
章
注
⑫
劉
、
六
二
四
j
六
二
六
頁
。
こ
の
「
地
理
」
の
講
義
担
当
者
は
、
伊

藤
で
あ
っ
た
と
劉
は
い
う
。
そ
こ
で
、
劉
の
回
想
は
宮
川
の
講
義
に
つ
い
て
言
及

し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
建
大
の
地
理
教
育
の
内
容
を
伝
え
る
貴
重
な
証
言
、
だ
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。

⑬
高
克
[
一
九
四
五
年
]
「
偽
満
建
大
反
満
抗
日
活
動
及
其
発
展
」
(
『
回
憶
偽
満

建
国
大
学
』
、
一
九
九
七
年
)
八
九
j
九
O
頁。

宮
川
善
造
に
注
目
し
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
、

以
上
、
「
満
洲
国
」
の
建
大
に
お
け
る
地
理
学
者
の
調
査
研
究
活
動
(
第
二
章
・
=
一
章
)
と
教
育
活
動
(
第
四
章
)
双
方
の
具
体
的
な
内
容
を
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る

地
理
学
者
の
活
動
の
特
徴
、
お
よ
び
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
と
し
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
行
政
機
関
と
連
携
し
た
調
査
研
究
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
研
究
院
の
主
に
図
表
・
国
土
・
国
民
構
成
研
究
班
に
お

け
る
活
動
に
象
徴
さ
れ
る
。
宮
川
ら
は
研
究
班
の
活
動
を
通
し
て
、
国
務
院
総
務
庁
の
統
計
処
や
企
画
処
と
連
携
し
、
「
満
洲
国
」
の
「
綜
合

(791) 

立
地
計
画
」
(
国
土
計
画
)
に
関
与
し
た
。
統
計
資
料
の
分
析
や
分
布
図
の
作
成
、
国
勢
の
図
表
化
が
地
理
学
者
で
あ
る
彼
ら
の
役
割
で
あ
っ
た
。

主
た
る
成
果
と
し
て
『
人
口
統
計
よ
り
見
た
る
満
洲
国
の
縁
族
複
合
状
態
』
や
『
満
洲
帝
国
国
勢
図
表
」
が
あ
る
。
特
に
前
者
は
、
総
務
庁
嘱
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託
の
小
田
内
か
ら
だ
け
で
な
く
、
「
一
国
家
の
構
成
者
と
し
て
の
諸
民
族
を
綜
合
的
な
立
場
に
於
て
取
上
げ
」
た
「
最
初
の
基
礎
的
な
研
究
」

と
し
て
、
「
内
地
」
の
地
理
学
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
的
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
「
内
地
」
で
も
、
単
に
国
策
に
沿
っ
た
だ
け
の
調
査
研
究
で
あ
れ
ば
、
地
理
学
者
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。

②
 

「
日
本
地
政
学
」
や
日
本
地
政
学
協
会
の
活
動
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
企
画
院
調
査
官
と
し
て
「
内
地
」
の
国
土
計
画
事

③
 

業
に
関
与
し
た
酉
水
孜
郎
の
よ
う
に
、
行
政
機
関
に
職
を
得
て
調
査
研
究
を
し
て
い
た
地
理
学
者
も
い
た
。
だ
が
、
宮
川
ら
の
よ
う
に
、
高
等

教
育
機
関
に
籍
を
置
く
地
理
学
者
と
行
政
機
関
の
連
携
は
、
「
内
地
」
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
行
政
機
関
で
は
な
い
が
、
陸
軍
参
謀
本
部
と

京
大
の
小
牧
実
繁
を
中
心
と
す
る
綜
合
地
理
研
究
会
の
関
係
も
、
あ
く
ま
で
「
間
接
的
」
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
旬
。

そ
れ
に
対
し
「
満
洲
国
」
で
は
、
研
究
院
の
研
究
者
は
企
画
処
参
事
官
を
兼
務
し
、
同
処
の
会
議
に
出
席
で
き
た
た
め
、
「
政
策
や
実
践
の

⑤
 

こ
と
も
身
近
に
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
を
研
究
院
に
持
ち
帰
っ
て
研
究
す
る
こ
と
も
で
き
」
た
と
宮
川
は
回
想
す
る
。
こ
う
し
た
行
政
機
関
と
連

携
し
た
調
査
研
究
は
、
植
民
地
「
満
洲
国
」
の
行
政
の
中
心
機
関
で
あ
る
国
務
院
直
轄
の
建
大
で
こ
そ
実
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
「
内
地
」
と
の
差
異
化
を
図
り
、
独
自
の
立
場
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
宮
川
が
提
唱
し
た
「
満
洲
の
地
政
学
」
に
、

そ
れ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
宮
川
は
「
内
地
」
の
立
場
に
立
つ
地
政
学
を
批
判
し
、
作
田
の
「
満
洲
国
学
」
に
基
づ
く
「
満
洲
の
地
政
学
」
の

立
場
か
ら
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
や
「
満
洲
国
」
の
地
位
に
関
す
る
主
張
を
展
開
し
た
。
建
大
で
彼
が
担
当
し
た
地
理
学
の
講
義
も
、
主
に

「
満
洲
の
地
政
学
」
を
そ
の
内
容
と
し
た
。
「
満
洲
国
」
の
立
場
を
打
ち
出
す
彼
の
講
義
は
、
日
本
人
学
生
か
ら
は
好
意
的
に
受
け
と
ら
れ
、

彼
の
指
導
の
下
で
地
政
学
的
研
究
と
題
す
る
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
者
も
現
れ
た
。
こ
う
し
た
植
民
地
の
地
理
学
的
な
位
置
づ
け
、
あ
る
い
は

地
政
学
的
世
界
観
の
教
授
も
、
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
、
彼
ら
地
理
学
者
が
果
た
し
た
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
「
満
洲
国
」
の
地
位
を
「
内
地
」
に
欠
如
す
る
部
分
を
補
う
も
の
と
す
る
宮
川
の
主
張
は
、
中
国
人
学
生
か
ら
「
内
地
」
側
の
論
理

と
受
け
と
ら
れ
、
反
発
を
招
い
た
。
建
大
に
お
け
る
地
理
教
育
が
、
精
神
講
和
や
歴
史
教
育
と
共
に
「
奴
隷
化
教
育
」
の
最
た
る
も
の
と
み
な

⑥
 

さ
れ
た
こ
と
は
、

G
H
Q
に
よ
り
修
身
や
国
史
と
共
に
地
理
の
授
業
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
と
同
じ
く
、
地
理
教
育
の
も
つ
政
治
性
を
示
す
も
の
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で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
満
洲
の
地
政
学
」
の
主
張
が
「
内
地
」
側
の
論
理
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
、
「
満
洲
国
」
の
お
か
れ

た
「
属
国
」
的
な
立
場
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
満
洲
国
」
の
立
場
を
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
独
自
性
の
無
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
い
う

矛
盾
が
そ
こ
に
あ
る
。
こ
こ
に
「
満
洲
の
地
政
学
」
の
限
界
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
「
内
地
」
と
の
差
異
化
を
図
り
、

独
自
の
立
場
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
異
な
る
政
治
状
況
・
研
究
環
境
の
下
に
お
か
れ
た
植
民
地
に
お
け
る
地
理
学
者
の
活
動
の
特
徴

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
特
徴
は
「
大
日
本
帝
国
」
の
植
民
地
全
体
と
い
う
よ
り
も
、
特
に
「
独
立
国
」
と
し
て
「
建
国
」

さ
れ
た
「
満
洲
国
」
国
務
院
直
轄
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
建
大
に
お
い
て
こ
そ
、
顕
著
に
み
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
終
戦
前
後
の
宮
川
ら
の
動
向
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
宮
川
は
一
九
四
五
年
五
月
に
応
召
し
、
戦
後
二

年
間
チ
ェ
レ
ン
ホ
i
ボ
炭
鉱
に
抑
留
さ
れ
た
後
、

一
九
四
八
年
に
東
北
学
院
専
門
学
校
教
授
を
経
て
、

建国大学における地理学者とその活動(柴田)

一
九
四
七
年
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、

⑦
 

一
九
四
九
年
に
東
北
大
学
第
一
教
養
部
講
師
(
翌
年
、
教
授
)
に
就
任
し
た
。
伊
藤
は
一
九
四
五
年
五
月
に
応
召
し
、

③
 

帰
国
し
た
後
、
学
習
院
大
学
に
職
を
得
た
。
浅
井
は
一
九
四
四
年
三
月
に
応
召
し
、

一
九
四
六
年
十
二
月
に

一
九
四
五
年
十
二
月
か
ら
二
年
弱
ツ
ナ
河
畔
の
マ
ル
シ
ヤ

ン
ス
ク
・
ラ
ー
ゲ
ル
で
抑
留
生
活
を
送
っ
た
後
、

法
政
大
学
助
教
授
に
な
っ
旬
。

一
九
四
七
年
十
一
月
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
資
源
科
学
研
究
所
を
経
て
、

一
九
五
一
年
に

へ
戻
っ
た
彼
ら
が
、
「
満
洲
国
」
に
お
け
る
活
動
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
い
か
に
戦
後
の
活
動
に
接

⑬
 

続
し
て
い
っ
た
か
も
、
植
民
地
を
拠
点
と
し
た
地
理
学
者
の
活
動
を
考
え
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
建
大
と
比
較
す
る
た
め
、

こ
う
し
て
植
民
地
か
ら
「
内
地
」

他
の
植
民
地
の
高
等
教
育
機
関
に
在
職
し
た
地
理
学
者
の
活
動
や
、
調
査
活
動
に
特
化
し
た
植
民
地
の
調
査
機
関
(
満
鉄
調
査
部
な
ど
)
に
お
け

る
地
理
学
者
の
活
動
も
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

(793) 

「
内
地
」
の
学
界
は
、
全
体
と
し
て
は
、
作
田
が
目
指
し
た
国
策
と
一
体
化
し
た

調
査
研
究
の
あ
り
方
を
異
端
視
し
て
い
た
。
「
満
洲
国
学
」
を
始
め
る
こ
と
は
、

①
木
内
信
蔵
「
宮
川
善
造
一
人
口
統
計
よ
り
見
た
る
満
洲
国
の
縁
族
複
合
状
態
」
、

地
理
学
評
論
、
一
七
巻
九
号
、
一
九
四
一
年
、
七
五
七
j
七
五
九
頁
。
だ
が
、
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「
日
本
の
学
界
と
も
縁
を
切
る
よ
う
な
も
の
」
だ
っ
た
と
宮
川
は
回
想
す
る
。
一

章
注
@
宮
川
ほ
か
、
九
頁
。
宮
沢
に
よ
る
と
、
そ
の
理
由
は
「
科
学
的
客
観
性
に

欠
け
る
」
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
、
宮
川
の
よ
う
に
作
田
の
考
え
に
賛
同
し
て
活

発
に
活
動
し
た
者
が
い
た
反
面
、
「
実
際
に
研
究
院
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

た
教
員
は
、
全
体
の
約
半
数
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
。
一
章
注
⑬
宮
沢
、
一
五
二
頁
。

②
一
章
注
⑦
。

③
酉
水
孜
郎
「
私
の
研
究
|
|
地
理
学
と
国
土
計
画
|
|
」
、
駒
津
地
理
、
一
八

号
、
一
九
八
二
年
、
五

1
七
頁
。

④
小
林
茂
・
鳴
海
邦
匡
「
綜
合
地
理
研
究
会
と
皇
戦
会
!
|
柴
田
陽
一
「
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
戦
略
研
究
に
お
け
る
地
理
学
者
の
役
割
」
の
批
判
的
検
討

|
|
」
、
歴
史
地
理
学
、
五

O
巻
四
号
、
二

O
O
人
年
、
三

O
j
四
七
頁
。

⑤
二
章
注
③
、
三
頁
。

⑥
「
修
身
、
日
本
歴
史
及
ピ
地
理
停
止
ニ
関
ス
ル
件
」
(
文
部
省
編
『
学
制
百
年

史
(
資
料
編
)
』
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
一
九
七
二
年
)
五
七
頁
。

⑦
二
章
注
③
、
三
頁
お
よ
び
一
章
注
@
河
上
、
二
ハ

O
i
二
ハ
一
頁
。

③
伊
藤
博
「
人
口
よ
り
見
た
る
首
都
再
建
の
基
本
課
題
」
、
新
地
理
(
帝
国
書
院
)
、

四
巻
三
・
四
・
五
号
、
一
九
五
O
年
、
七
二
1
八
四
頁
。
一
章
注
@
湯
治
、
五
二

一一一

1
五
二
四
頁
。

⑨
一
章
注
@
、
一
二

O
頁
お
よ
び
浅
井
辰
郎
「
ツ
ナ
河
畔
の
村
々
」
、
社
会
地
理
、

一
三
号
、
一
九
四
九
年
、
二
一

1
一
五
頁
。
西
沢
利
栄
「
浅
井
辰
郎
先
生
の
御
逝

去
を
悼
む
」
、
地
理
学
評
論
、
八
O
巻
八
号
、
二

O
O
七
年
、

i
i
H
頁。

⑩
戦
後
の
宮
川
は
、
地
政
学
を
「
実
践
的
地
理
学
」
へ
と
展
開
さ
せ
、
そ
れ
を
東

北
地
方
の
開
発
に
お
い
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
し
、
建
大
で
行
っ
た
教
育
活
動
に

つ
い
て
も
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
一
章
注
@
宮
川
ほ
か
、
九

1

一
一
頁
お
よ
び
宮
川
善
造
「
実
践
的
地
理
学
の
研
究
方
法
」
、
東
北
大
学
教
養
部

文
科
紀
要
、
一

O
集
、
一
九
六
二
年
、
三
四

1
四
五
頁
。
同
「
東
北
開
発
計
画
と

そ
の
地
域
的
基
盤
」
、
東
北
開
発
研
究
、
三
巻
一
号
、
一
九
六
三
年
、
四
1
八
頁
。
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[
付
記
]
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
建
国
大
学
同
窓
会
の
皆
様
、
岡
田
英
樹
、
志
々
田
文
明
両
先
生
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
本
稿
は
、
二

0
0
七
年
五
月
の
歴
史
地
理
学
会
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
一
九
年
度
・
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別

研
究
員
奨
励
費
(
課
題
番
号
一
九
・
七
九
七
八
、
二
一
・
一
四
四
六
)
を
使
用
し
た
成
果
で
あ
る
。日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)



previo1,1s ten years, but also confirmed that the courts were issuing 
judgments that recognized a wife's right to seek a divorce. In this context, 
the authorities began to consider revision of the regulations ~oncerning 

divorce in the Chosen Civil Affairs Ordinance from the end of 1921, and in 
September, 1922 the Committee for the Revision of the Chosen Civil Affairs 
Ordinance and People's Household Registers decided to apply Japanese civil 
law in regard to divorce. between Korean couples (section four). 

The Geographers at Kenkoku University in Manchukuo 

and Their Activities: With a Focus 

on Zenzo Miyakawa 

by 

SHIBATA Y oichi . 

The purpose of this paper is to reveal the characteristics of the activities 
of geographers in a Japanese colony during World War II by focusing on 
Zenzo Miyakawa (1904-1985) at Kenkoku University, which was founded as 
the highest educational institution of the liberal arts at the capital Shinkyo 
(Changchun) of Manchukuo in 1938. Using original documents, memoirs, and 
interviews with the former students of the university, I examine the 
research and educational activities of Miyakawa under colonial conditions 
that differed from those of mainland Japan. 

I first analyze the research activities of Miyakawa at the university. He 
started a geographical study of Manchukuo that was based on a new 
discipline created by Syoichi Sakuta who was a vice president of the 
university. Miyakawa organized research groups (kenkyii-han) and conducted 
research into population problems, in cooperation with State Council 
(Kokumu-in) of Manchukuo. As a result, he participated in the national 
planning of Manchukuo. These experiences deepened his interest in 
geopolitical studies. 

Next, I examine the ideological composition of and the positions advocated 
in Miyakawa's geopolitics. Criticizing the earlier geopolitics that were based 
on a Japanese standpoint, for example, the "Japanese geopolitics" of 
Saneshige Komaki, Miyakawa tried to advocate "Manchurian geopolitics" 

( 813) 



from the standpoint of Manchukuo, and explained his thinking on the 
Greater East Asia Co-Prosperity Sphere and the geopolitical position of 
Manchukuo. However, Miyakawa's geopolitics and "Japanese geopolitics" did 
not differ much in their geopolitical· views. The main reason is . that his 
geopolitics put Manchukuo in an auxiliary position to those of the Japanese 
Empire. 

Thirdly, I consider the educational activities of Miyakawa at the 
university. He lectured on "Manchurian geopolitics" in required geography 
courses. His lectures were received as "lucid" and "novel" by the Japanese 
students. In contrast the Chinese students regarded his lecture as education 
designed to enslave them, as were the lectures on history and Shinto. 

Through an examination of these points, I have come to the conclusion 
that the following. two aspects were the characteristics .of activities of 
geographers in this Japanese· colony. First, unlike geographers in mainland 
Japan, they were engaged in the research activities in coop~ration with the 
administrative organs of the state. Secondly, they tried to construct a riew 
geopolitics from the standpoint of Manchukuo that was independent from 
that of mainland Japan. These characteristics suggest the diversity in the 
development of geographical research in the Japanese Empire. 

( 812) 


